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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のカバレージ拡張技法に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信す
ることと、
　第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受信す
ることと、ここにおいて、前記第２のカバレージ拡張技法が前記第１のカバレージ拡張技
法とは異なる、
　カバレージ拡張なしで送信された第３のコンポーネントキャリアを受信することと、こ
こにおいて、前記第３のコンポーネントキャリアが、限定されない数のハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスとともに構成される、を備え、
　ここにおいて、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキ
ャリアが両方とも、使用されるカバレージ拡張技法のタイプに基づいて、限定数の（ＨＡ
ＲＱ）プロセスとともに構成される、方法。
【請求項２】
　前記第１のカバレージ拡張技法および前記第２のカバレージ拡張技法が、バンドリング
をそれぞれ備え、ここにおいて、前記第１のカバレージ拡張技法と前記第２のカバレージ
拡張技法との間の違いが、バンドリングサイズの違いを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの経路損
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失を測定することと、
　初期アクセスのために、前記測定された経路損失に基づいて、前記第１のコンポーネン
トキャリアまたは前記第２のコンポーネントキャリアを選択することとをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの経路損
失を測定することと、
　前記測定された経路損失に基づいて、フィードバックを送信することと、前記フィード
バックが、示唆された１次セル（ＰＣｅｌｌ）を備える、をさらに備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアについて
、等しくソフトバッファを区分すること、ここにおいて、ハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）プロセスの数またはバンドリング長さが、前記第１のコンポーネントキャリアお
よび前記第２のコンポーネントキャリアの各々について異なる、をさらに備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの各々の
ためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスの数またはバンドリング長さに基
づいて、ソフトバッファを区分すること、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセスの数また
は前記バンドリング長さが、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポ
ーネントキャリアの各々について異なる、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアが、前記
ＵＥにおいて受信された複数のコンポーネントキャリアのサブセットに属し、ここにおい
て、前記サブセットの各コンポーネントキャリアが、カバレージ拡張を必要とし、同数の
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに限定される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のカバレージ拡張技法および前記第２のカバレージ拡張技法が、バンドリング
をそれぞれ備え、
　すべての制御チャネルが、最小のバンドリングを有するコンポーネントキャリアに割り
振られる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のコンポーネントキャリアがバンドルされた制御チャネルを備えるか、バンド
ルされない制御チャネルを備えるかに基づいて、ダウンリンク（ＤＬ）ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）タイミングを特定することをさらに備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記第１のカバレージ拡張技法または前記第２のカバレージ拡張技法のうちの少なくと
も１つが、チャネル反復を備え、
　前記チャネル反復の長さが、前記ＵＥのカテゴリーに基づいて、前記ＵＥによって解釈
される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のコンポーネントキャリアまたは前記第２のコンポーネントキャリアのうちの
少なくとも１つが、ブロードキャストチャネルを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のカバレージ拡張技法に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信す
るための手段と、
　第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受信す



(3) JP 6559688 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

るための手段と、ここにおいて、前記第２のカバレージ拡張技法が前記第１のカバレージ
拡張技法とは異なる、
　カバレージ拡張なしで送信された第３のコンポーネントキャリアを受信するための手段
と、ここにおいて、前記第３のコンポーネントキャリアが、限定されない数のハイブリッ
ド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスとともに構成される、を備え、
　ここにおいて、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキ
ャリアが両方とも、使用されるカバレージ拡張技法のタイプに基づいて、限定数の（ＨＡ
ＲＱ）プロセスとともに構成される、装置。
【請求項１３】
　前記第１のカバレージ拡張技法および前記第２のカバレージ拡張技法が、バンドリング
をそれぞれ備え、ここにおいて、前記第１のカバレージ拡張技法と前記第２のカバレージ
拡張技法との間の違いが、バンドリングサイズの違いを備える、請求項１２に記載の装置
。
【請求項１４】
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの経路損
失を測定するための手段と、
　初期アクセスのために、前記測定された経路損失に基づいて、前記第１のコンポーネン
トキャリアまたは前記第２のコンポーネントキャリアを選択するための手段とをさらに備
える、請求項１２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年１月２１日に出
願された「Ｃｏｖｅｒａｇｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｃａｒｒｉｅｒ　
Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ」という名称のＸｕらによる米国特許出願第１４／６０１，４６
５号、および２０１４年１月２３日に出願された「Ｃｏｖｅｒａｇｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｍ
ｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｌｏｗ　Ｃｏ
ｓｔ　Ｃｏｎｓｉｄｅｒａｔｉｏｎｓ」という名称のＸｕらによる米国仮特許出願第６１
／９３０，９３８号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細にはカバレージ拡張技法を選択
することに関する。ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセ
ージング、ブロードキャストなどのような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するた
めに広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば
、時間、周波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポート
することが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例として
は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周
波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
システムがある。
【０００３】
　[0003]カバレージ拡張技法は、ワイヤレスシステムにおけるカバレージを改善するため
に使用され得、受信制限デバイス（たとえば、ＭＴＣおよび他の低コストデバイス）が急
増し始めるとき、これらの技法はより関連するようになり得る。これらのカバレージ技法
は、特に、カバレージ拡張の必要性がキャリアによって変動するキャリアアグリゲーショ
ンを使用するシステムにおいて、実装課題を提示することがある。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]説明される特徴は、概して、キャリアアグリゲーションもしくは受信制限デバイ
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ス、または両方を伴うシステムにおけるカバレージ拡張技法の使用のための、１つまたは
複数の改善されたシステム、方法、およびデバイスに関する。デバイスは、カバレージ拡
張技法が有効に採用されることを可能にする方法で、１つまたはいくつかのコンポーネン
トキャリア上で制御およびデータ通信を送信および受信し得る。異なるカテゴリーのユー
ザ機器（ＵＥ）は、各カテゴリーのＵＥの物理的制限に従って、同時のブロードキャスト
とユニキャストとを異なって受信するように構成され得る。複数のコンポーネントキャリ
アは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスの数およびタイミング、ソフトバ
ッファ区分、チャネルバンドリング、ならびに／または送信優先度付けとともに考慮に入
れられ得る、異なるカバレージ拡張技法を採用し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの実施形態では、制限された同時受信能力をもつユーザ機器（ＵＥ）に
おけるワイヤレス通信の方法は、ＵＥにおいて受信されるブロードキャストチャネルに関
する受信時間を特定することと、特定に少なくとも部分的に基づいて、受信時間において
、ＵＥにおいて受信されたユニキャストチャネルを復号することを控えることとを含む。
この方法は、ＵＥにおいて、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロードキャス
トチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを有するブロードキャストチャネルを受
信することをさらに含み得る。ブロードキャストチャネルは、バンドルされたブロードキ
ャストチャネルであり得る。
【０００６】
　[0006]いくつかの実施形態では、基地局からのワイヤレス通信の方法は、基地局から送
信されるデータの受信者として特定されたユーザ機器（ＵＥ）のカテゴリーを決定するこ
とと、決定されたＵＥのカテゴリーに少なくとも部分的に基づいて、ブロードキャスト時
間中にＵＥへユニキャストデータを送信することを控えることとを含む。この方法は、基
地局から、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロードキャストチャネル（ＰＢ
ＣＨ）のうちの少なくとも１つを有するブロードキャストチャネルを送信することをさら
に含み得る。ブロードキャストチャネルは、バンドルされたブロードキャストチャネルで
あり得る。
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態では、制限された同時受信能力をもつユーザ機器（ＵＥ）か
らのワイヤレス通信のための装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモ
リと、メモリに記憶された命令とを含む。この命令は、ＵＥにおいて受信されるブロード
キャストチャネルに関する受信時間を特定することと、特定に少なくとも部分的に基づい
て、受信時間において、ＵＥにおいて受信されたユニキャストチャネルを復号することを
控えることとを行うために、プロセッサによって実行可能であり得る。この命令はまた、
ＵＥにおいて、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロードキャストチャネル（
ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを有するブロードキャストチャネルを受信することを
行うために、プロセッサによって実行可能であり得る。ブロードキャストチャネルは、バ
ンドルされたブロードキャストチャネルであり得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの実施形態では、基地局からのワイヤレス通信のための装置は、プロセ
ッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含む。こ
の命令は、基地局からのワイヤレス通信の方法は、基地局から送信されるデータの受信者
として特定されたユーザ機器（ＵＥ）のカテゴリーを決定することと、決定されたＵＥの
カテゴリーに少なくとも部分的に基づいて、ブロードキャスト時間中にＵＥへユニキャス
トデータを送信することを控えることとを行うために、プロセッサによって実行可能であ
り得る。この命令はまた、基地局から、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを有するブロードキャストチ
ャネルを送信することを行うために、プロセッサによって実行可能であり得る。ブロード
キャストチャネルは、バンドルされたブロードキャストチャネルであり得る。
【０００９】



(5) JP 6559688 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

　[0009]いくつかの実施形態では、制限された同時受信能力をもつユーザ機器（ＵＥ）か
らのワイヤレス通信のための装置は、ＵＥにおいて受信されるブロードキャストチャネル
に関する受信時間を特定するための手段と、特定に少なくとも部分的に基づいて、受信時
間において、ＵＥにおいて受信されたユニキャストチャネルを復号することを控えるため
の手段とを含む。この装置は、ＵＥにおいて、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物
理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを有するブロードキャ
ストチャネルを受信するための手段を含み得る。
【００１０】
　[0010]いくつかの実施形態では、基地局からのワイヤレス通信のための装置は、基地局
から送信されるデータの受信者として特定されたユーザ機器（ＵＥ）のカテゴリーを決定
するための手段と、決定されたＵＥのカテゴリーに少なくとも部分的に基づいて、ブロー
ドキャスト時間中にＵＥへユニキャストデータを送信することを控えるための手段とを含
む。この装置はまた、基地局から、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロード
キャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを有するブロードキャストチャネ
ルを送信するための手段を含み得る。
【００１１】
　[0011]いくつかの実施形態では、制限された同時受信能力をもつユーザ機器（ＵＥ）か
らのワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品は、非一時的コンピュータ可読
媒体を含む。コンピュータ可読媒体は、ＵＥにおいて受信されるブロードキャストチャネ
ルに関する受信時間を特定することと、特定に少なくとも部分的に基づいて、受信時間に
おいて、ＵＥにおいて受信されたユニキャストチャネルを復号することを控えることとを
行うために、プロセッサによって実行可能な命令を記憶し得る。この命令はまた、ＵＥに
おいて、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ）のうちの少なくとも１つを有するブロードキャストチャネルを受信することを行うた
めに、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの実施形態では、基地局からのワイヤレス通信のためのコンピュータプ
ログラム製品は、非一時的コンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読媒体は、基地
局から送信されるデータの受信者として特定されたユーザ機器（ＵＥ）のカテゴリーを決
定することと、決定されたＵＥのカテゴリーに少なくとも部分的に基づいて、ブロードキ
ャスト時間中にＵＥへユニキャストデータを送信することを控えることとを行うために、
プロセッサによって実行可能な命令を記憶し得る。この命令はまた、基地局から、システ
ム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）のうちの少
なくとも１つを有するブロードキャストチャネルを送信することを行うために、プロセッ
サによって実行可能であり得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信の方法は、第１のカバレージ拡張技法
に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信することと、第２のカバレージ
拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受信することと、ここで、
第２のカバレージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なり得る、を含む。
【００１４】
　[0014]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含む。この命令は、第
１のカバレージ拡張技法に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信するこ
とと、第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受
信することと、ここで、第２のカバレージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異な
り得る、を行うためにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１５】
　[0015]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための装置は、第１のカバレージ拡
張技法に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信するための手段と、第２



(6) JP 6559688 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受信するため
の手段と、ここで、第２のカバレージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なり得
る、を含む。
【００１６】
　[0016]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
は、非一時的コンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読媒体は、第１のカバレージ
拡張技法に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信することと、第２のカ
バレージ拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受信することと、
ここで、第２のカバレージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なり得る、を行う
ために、プロセッサによって実行可能な命令を記憶し得る。
【００１７】
　[0017]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
は、第１のカバレージ拡張技法および第２のカバレージ拡張技法は、バンドリングをそれ
ぞれ含み、第１のカバレージ拡張技法と第２のカバレージ拡張技法との間の違いは、バン
ドリングサイズの違いであり得る。
【００１８】
　[0018]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
は、第１のコンポーネントキャリアおよび第２のコンポーネントキャリアは、カバレージ
拡張のためにそれぞれ個々に構成され得る。
【００１９】
　[0019]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
は、第２のコンポーネントキャリアは、第１のコンポーネントキャリアからクロスキャリ
アスケジュールされ得、第２のカバレージ拡張技法は、バンドリングを含む。
【００２０】
　[0020]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、第１のコンポーネントキャリアおよび第２のコンポーネントキャリアの経路損失を
測定することと、初期アクセスのために、測定された経路損失に基づいて、第１のコンポ
ーネントキャリアまたは第２のコンポーネントキャリアを選択することとを行うステップ
、そのための手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００２１】
　[0021]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、第１のコンポーネントキャリアおよび第２のコンポーネントキャリアの経路損失を
測定することと、測定された経路損失に基づいて、フィードバックを送信することと、フ
ィードバックが、示唆された１次セル（ＰＣｅｌｌ）を備える、を行うステップ、そのた
めの手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００２２】
　[0022]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、コンポーネントキャリアについて、等しくソフトバッファを区分すること、ここで
、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスの数またはバンドリング長さが、各コ
ンポーネントキャリアについて異なり得る、を行うステップ、そのための手段、および／
またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００２３】
　[0023]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、コンポーネントキャリアの各々のためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プ
ロセスの数またはバンドリング長さに基づいて、ソフトバッファを区分すること、ここで
、ＨＡＲＱプロセスの数またはバンドリング長さが、各コンポーネントキャリアについて
異なり得る、を行うステップ、そのための手段、および／またはそのためのプロセッサ実
行可能命令を含み得る。
【００２４】
　[0024]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
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は、第１のコンポーネントキャリアおよび第２のコンポーネントキャリアは、ＵＥにおい
て受信された複数のコンポーネントキャリアのサブセットに属し得、ここにおいて、サブ
セットの各コンポーネントキャリアが、カバレージ拡張を必要とし、同数のハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに限定される。
【００２５】
　[0025]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、カバレージ拡張なしで送信された第３のコンポーネントキャリアを受信すること、
ここにおいて、第３のコンポーネントキャリアが、限定されない数のハイブリッド自動再
送要求（ＨＡＲＱ）プロセスとともに構成され、第１のコンポーネントキャリアおよび第
２のコンポーネントキャリアが両方とも、使用されるカバレージ拡張技法のタイプに基づ
いて、限定数の（ＨＡＲＱ）プロセスとともに構成され得る、を行うステップ、そのため
の手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００２６】
　[0026]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
は、第１のカバレージ拡張技法および第２のカバレージ拡張技法は、バンドリングをそれ
ぞれ含み、すべての制御チャネルが、最小のバンドリングを有するコンポーネントキャリ
アに割り振られ得る。追加または代替として、データチャネルが、両方のコンポーネント
キャリアに割り振られ得る。
【００２７】
　[0027]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、第１のコンポーネントキャリアがバンドルされた制御チャネルを備えるか、バンド
ルされない制御チャネルを備えるかに基づいて、ダウンリンク（ＤＬ）ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）タイミングを特定することを行うステップ、そのための手段、およ
び／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００２８】
　[0028]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
は、第１のカバレージ拡張技法または第２のカバレージ拡張技法のうちの少なくとも１つ
は、チャネル反復を含み、チャネル反復の長さが、ユーザ機器（ＵＥ）のカテゴリーに基
づいて、ＵＥによって解釈される。追加または代替として、第１のコンポーネントキャリ
アまたは第２のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つは、ブロードキャストチ
ャネルを含み得る。
【００２９】
　[0029]またさらなる実施形態では、ワイヤレス通信の方法は、第１のカバレージ拡張技
法に従って第１のコンポーネントキャリアを送信することと、第２のカバレージ拡張技法
に従って第２のコンポーネントキャリアを送信することと、ここで、第２のカバレージ拡
張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なり得る、を含む。
【００３０】
　[0030]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含む。この命令は、第
１のカバレージ拡張技法に従って第１のコンポーネントキャリアを送信することと、第２
のカバレージ拡張技法に従って第２のコンポーネントキャリアを送信することと、ここで
、第２のカバレージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なり得る、を行うために
プロセッサによって実行可能であり得る。
【００３１】
　[0031]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための装置は、第１のカバレージ拡
張技法に従って第１のコンポーネントキャリアを送信するための手段と、第２のカバレー
ジ拡張技法に従って第２のコンポーネントキャリアを送信するための手段と、ここで、第
２のカバレージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なり得る、を含む。
【００３２】
　[0032]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
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は、非一時的コンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読媒体は、第１のカバレージ
拡張技法に従って第１のコンポーネントキャリアを送信することと、第２のカバレージ拡
張技法に従って第２のコンポーネントキャリアを送信することと、ここで、第２のカバレ
ージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なり得る、を行うためにプロセッサによ
って実行可能な命令を記憶し得る。
【００３３】
　[0033]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
は、第１のカバレージ拡張技法および第２のカバレージ拡張技法は、バンドリングをそれ
ぞれ含み得、第１のカバレージ拡張技法と第２のカバレージ拡張技法との間の違いは、バ
ンドリングサイズの違いを含み得る。第１のコンポーネントキャリアおよび第２のコンポ
ーネントキャリアは、カバレージ拡張のためにそれぞれ個々に構成され得る。追加または
代替として、第２のコンポーネントキャリアは、第１のコンポーネントキャリアからクロ
スキャリアスケジュールされ得、第２のカバレージ拡張技法は、バンドリングを含み得る
。
【００３４】
　[0034]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、示唆された１次セル（ＰＣｅｌｌ）を備えるフィードバックを受信することと、受
信されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、第１のコンポーネントキャリア
または第２のコンポーネントキャリアをＰＣｅｌｌとして構成することとを行うステップ
、そのための手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００３５】
　[0035]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを、同数のハイ
ブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに限定することと、ここで、限定することが
、カバレージ拡張技法に従った送信に基づき、限定されない数のＨＡＲＱプロセスととも
に構成された、カバレージ拡張なしの第３のコンポーネントキャリアを送信することとを
行うステップ、そのための手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含
み得る。
【００３６】
　[0036]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、すべての制御チャネルを、最小のバンドリングを有するコンポーネントキャリアに
割り振ること、ここで、第１のカバレージ拡張技法および第２のカバレージ拡張技法が、
バンドリングをそれぞれ含む、を行うステップ、そのための手段、および／またはそのた
めのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００３７】
　[0037]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、データチャネルを両方のコンポーネントキャリアに割り振ることを行うステップ、
そのための手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００３８】
　[0038]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、第１のコンポーネントキャリアがバンドルされた制御チャネルを含むか、バンドル
されない制御チャネルを含むかに基づいて、アップリンク（ＵＬ）ハイブリッド自動再送
要求（ＨＡＲＱ）タイミングを決定することを行うステップ、そのための手段、および／
またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００３９】
　[0039]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、第１のコンポーネントキャリアがバンドルされた制御チャネルを含むか、バンドル
されない制御チャネルを含むかに基づいて、アップリンク（ＵＬ）ハイブリッド自動再送
要求（ＨＡＲＱ）タイミングを決定することを行うステップ、そのための手段、および／
またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
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【００４０】
　[0040]この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製品のいくつかの例で
は、第１のカバレージ拡張技法または第２のカバレージ拡張技法のうちの少なくとも１つ
は、チャネル反復を含み、チャネル反復の長さが、ユーザ機器（ＵＥ）のカテゴリーに基
づいて、ＵＥによって解釈され得る。いくつかの例では、第１のコンポーネントキャリア
または第２のコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つは、ブロードキャストチャ
ネルを含み得る。
【００４１】
　[0041]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、電力制限または次元制限のうちの少なくとも１つがしきい値を下回るとき、第１の
コンポーネントキャリアまたは第２のコンポーネントキャリアの送信を中止することを決
定すること、ここで、決定することが、第１のコンポーネントキャリアまたは第２のコン
ポーネントキャリアの初期送信に基づき得る、を行うステップ、そのための手段、および
／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００４２】
　[0042]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、電力制限または次元制限のうちの少なくとも１つがしきい値を下回るとき、第１の
コンポーネントキャリアまたは第２のコンポーネントキャリアの送信を中止することを決
定すること、ここで、決定することが、コンポーネントキャリアの各々のカバレージ拡張
必要性に基づき得る、を行うステップ、そのための手段、および／またはそのためのプロ
セッサ実行可能命令を含み得る。送信を中止することは、最小のカバレージ拡張必要性を
有するコンポーネントキャリアの送信を中止することを含み得る。または、送信を中止す
ることは、最大のカバレージ拡張必要性を有するコンポーネントキャリアの送信を中止す
ることを含み得る。
【００４３】
　[0043]いくつかの例では、この方法、装置、および／またはコンピュータプログラム製
品は、電力制限または次元制限のうちの少なくとも１つがしきい値を下回るとき、第１の
コンポーネントキャリアまたは第２のコンポーネントキャリアの送信を中止することを決
定すること、ここで、決定することが、第１のコンポーネントキャリアおよび第２のコン
ポーネントキャリアのいずれが１次セル（ＰＣｅｌｌ）および２次セル（ＳＣｅｌｌ）で
あるかを決定することと、ＳＣｅｌｌの送信を中止することとを含み得る、を行うステッ
プ、そのための手段、および／またはそのためのプロセッサ実行可能命令を含み得る。
【００４４】
　[0044]説明される方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の発明を実施す
るための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。発明を実施するための
形態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が当業者には明らかになるので、発明を
実施するための形態および特定の例は、例示として与えられるにすぎない。
【００４５】
　[0045]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要
素の間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。本明細書で第１の
参照ラベルが使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の参照
ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】[0046]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成さ
れたワイヤレス通信システムの一例を示すブロック図。
【図２】[0047]様々な実施形態によって採用され得る、ＴＤＤキャリアのためのフレーム
構造を示すブロック図。



(10) JP 6559688 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

【図３】[0048]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成さ
れたシステムのブロック図。
【図４】[0049]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成さ
れたシステムのブロック図。
【図５Ａ】[0050]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成
されたデバイスのブロック図。
【図５Ｂ】様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成された
デバイスのブロック図。
【図５Ｃ】様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成された
デバイスのブロック図。
【図６】[0051]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成さ
れたＵＥのブロック図。
【図７】[0052]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成さ
れた例示的なシステムのブロック図。
【図８】[0053]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法の
フローチャート。
【図９】[0054]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法の
フローチャート。
【図１０】[0055]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１１】[0056]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１２】[0057]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１３】[0058]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１４】[0059]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１５】[0060]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１６】[0061]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１７】[0062]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１８】[0063]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図１９】[0064]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【図２０】[0065]様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方法
のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　[0066]カバレージ拡張実装技法が、キャリアアグリゲーションもしくは受信制限デバイ
ス、または両方を伴うシステムについて説明される。カバレージ拡張技法は、一般的に、
いくつかの制約の下で動作するデバイスとの通信の有効性を改善するための方法を含む。
これらの制約は、リモートまたは遠距離ロケーション、電力制限、受信能力などを含み得
る。カバレージ拡張技法は、サブフレーム内の送信の反復、異なるサブフレームにわたる
反復、電力増大、ビームフォーミング、空間多重化などを含み得る。カバレージ拡張技法
は、たとえば、ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）および中間レート
展開(medium rate deployment)において適用され得る。カバレージ拡張技法はまた、マシ
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ンタイプ通信（ＭＴＣ）適用例のためにも採用され得る。
【００４８】
　[0067]ＭＴＣおよび／またはマシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信は、デバイスが人間の介
入なしに互いにまたは基地局と通信することを可能にするデータ通信技術を指すことがあ
る。たとえば、ＭＴＣは、情報を測定またはキャプチャするためにセンサーまたはメータ
ーを組み込み、その情報を利用すること、またはプログラムもしくはアプリケーションと
対話する人間にその情報を提示することができる中央サーバまたはアプリケーションプロ
グラムへ、その情報を中継するデバイスからの通信を指すことがある。多くの場合、ＭＴ
Ｃデバイスは電力の制約を受ける。ＭＴＣデバイスは、情報を収集するため、またはマシ
ンの自動化された挙動を可能にするために使用され得る。ＭＴＣデバイスのための適用例
の例としては、スマートメータリング、インベントリ監視、水位監視、機器監視、ヘルス
ケア監視、野生生物監視、天候および地質学的事象監視、フリート管理および追跡、リモ
ートセキュリティ検知、物理的アクセス制御、ならびにトランザクションベースのビジネ
スの課金がある。
【００４９】
　[0068]いくつかの他の適用例もまた、カバレージ拡張技法から恩恵を受けることがある
。超高周波数（たとえば、ミリ波周波数）、無認可スペクトル（たとえば、５．８ＧＨｚ
）、キャリアアグリゲーション、多地点協調送信／受信、および／または受信制限ＵＥを
利用するシステムは、カバレージ拡張技法が有益であり得る単なるいくつかの例である。
これらおよび他の適用例では、いくつかの管理問題が生じることがある。カバレージ拡張
技法を有効に採用するために、システム動作は、たとえば、受信制限ＵＥ（たとえば、同
時受信が不可能なＵＥ）においてブロードキャストチャネルとユニキャストチャネルの両
方を有効に扱うこと、カバレージ拡張が１つまたは複数のコンポーネントキャリアに適用
されるときにキャリアアグリゲーションを管理すること、バンドルされたチャネルのＨＡ
ＲＱプロセスのためのソフトバッファリングを管理すること、および、カバレージ拡張技
法を用いて動作するコンポーネントキャリアのための、またはそれにおける制御情報と送
信との優先度を付けることなど、いくつかの問題を考慮に入れる必要があり得る。
【００５０】
　[0069]本明細書で説明されるようなシステムおよびデバイスは、異なるカテゴリーのＵ
Ｅを含む、異なる同時ブロードキャストおよびユニキャスト能力を有するＵＥをサポート
するように構成され得る。追加または代替として、キャリアアグリゲーション適用例にお
ける各コンポーネントキャリアは、カバレージ拡張（たとえば、バンドリング）のために
個々に構成され得る。同様に、様々なデバイスが、カバレージ拡張技法を補完するバッフ
ァ管理技法および／またはバンドリング管理技法を実装するように構成され得る。異なる
カテゴリーのデバイスは、各デバイスの特定の要件および／または制限に従って、カバレ
ージ拡張技法を採用し得る。さらに、システムの態様は、カバレージ拡張技法が適用され
るか否かと、どのように適用されるかとに従って、様々な送信の優先度を付けるように構
成され得る。
【００５１】
　[0070]本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。
「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤ
ＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）など
の無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格と、ＩＳ－９５規格
と、ＩＳ－８５６規格とをカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、通常、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常
、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる
。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを
含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））
などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド
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（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登
録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０
、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３Ｇ
ＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））およびＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである
。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代
パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている
。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３
ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上
で言及されたシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され
得る。しかしながら、以下の説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、以下の説
明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能で
ある。
【００５２】
　[0071]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載され
た範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、説明される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な
実施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえ
ば、説明される方法は、説明される順序と異なる順序で実行されてよく、様々なステップ
が追加され、省略され、または組み合わせられてよい。また、いくつかの実施形態に関し
て説明される特徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００５３】
　[0072]最初に図１を参照すると、図は、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の
有効な展開のために構成されたワイヤレス通信システム１００の一例を示す。システム１
００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デバイス１１５と、コアネットワーク１３
０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコアネットワーク１３０または基地局
１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示されず）の制御下で通信デバイス１
１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２を通じてコアネットワー
ク１３０と制御情報またはユーザデータを通信し得る。バックホールリンク１３２は、ワ
イヤードバックホールリンク（たとえば、銅、ファイバーなど）および／またはワイヤレ
スバックホールリンク（たとえば、マイクロ波など）であり得る。いくつかの実施形態で
は、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリ
ンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いに通信し得る。システム１
００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上の動作をサポートし得る。マルチ
キャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信し得る。たとえば、各通
信リンク１２５は、上記で説明された様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア
信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、
基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る。
【００５４】
　[0073]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれのカバレージエリア１１
０に通信カバレージを提供することができる。いくつかの実施形態では、基地局１０５は
、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービ
スセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）
、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることが
ある。基地局のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分を構成する
セクタに分割され得る（図示されず）。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５
（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。
異なる技術のための重複カバレージエリアがあり得る。
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【００５５】
　[0074]通信デバイス１１５はワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され、
各デバイスは固定されていることがあり得、または移動可能であり得る。通信デバイス１
１５は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイ
ヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレ
ス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、
ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、ユーザ機器、モバ
イルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある
。通信デバイス１１５は、ＭＴＣデバイス、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（Ｗ
ＬＬ）局などであり得る。いくつかの実装形態では、ＭＴＣデバイスは、メーター（たと
えば、ガスメーター）または他の監視デバイス中に含まれ得るか、またはそれとともに動
作し得る。通信デバイスは、マクロ基地局、ピコ基地局、フェムト基地局、リレー基地局
などと通信することが可能であり得る。
【００５６】
　[0075]ネットワーク１００中に示された送信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からモバ
イルデバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方
向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ば
れることもある。
【００５７】
　[0076]基地局１０５は、たとえば、通信デバイス１１５へのダウンリンクスループット
を向上させるために、キャリアアグリゲーションを利用し得る。キャリアアグリゲーショ
ンは、アップリンク上で同様に使用され得る。コンポーネントキャリア（ＣＣ）は、同じ
周波数動作帯域中にあるか（帯域内）、または異なる動作帯域中にあり得（帯域間）、帯
域内ＣＣは動作帯域内で連続であるか、または不連続であり得る。異なるカバレージ拡張
技法が、異なるコンポーネントキャリア上で適用され得る。異なるカバレージ拡張技法を
使用することで、いくつかの問題を生じることがあり、それらの問題は、ＨＡＲＱプロセ
スの数およびタイミング、ソフトバッファ区分、チャネルバンドリング、ならびに／また
は送信優先度付けを制御することによって対処され得る。他の例では、異なるカテゴリー
のユーザ機器（ＵＥ）は、各カテゴリーのＵＥの物理的制限に従って、同時のブロードキ
ャストとユニキャストとを異なって受信するように構成され得る。以下でより詳細に説明
されるこれらの態様は、多種多様なネットワーク構成に全体的にまたは部分的に統合され
得る。
【００５８】
　[0077]いくつかの実施形態では、システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
であり、そのようなネットワークの態様の一般的な説明が続く。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）という用語は、概し
て、それぞれ基地局１０５および通信デバイス１１５について説明するために使用され得
る。本開示では、通信デバイス１１５およびＵＥ１１５が互換的に使用され得る。システ
ム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを提供する、異種Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、
ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレージを提供し得
る。マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル
）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる限定されな
いアクセスを可能にし得る。ピコセルは、一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーし
、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる限定されないアクセスを
可能にし得る。またフェムトセルは、一般に、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自
宅）をカバーし、限定されないアクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（
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たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）
による限定されたアクセスも提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと
呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれることがある。ま
た、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれること
がある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポ
ートし得る。
【００５９】
　[0078]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークアーキテクチャによる通信システム１００は、
発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つ
または複数のＵＥ１１５と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ：Evolved UMTS Terrestrial Radio Access Network）と、発展型パケットコア（
ＥＰＣ：Evolved Packet Core）１３０（たとえば、コアネットワーク１３０）と、ホー
ム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）と、事業者のＩＰサービスとを含み
得る。ＥＰＳは、他の無線アクセス技術を使用して他のアクセスネットワークと相互接続
し得る。たとえば、ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のサービングＧＰＲＳサポートノー
ド（ＳＧＳＮ：Serving GPRS Support Node）を介してＵＴＲＡＮベースのネットワーク
および／またはＣＤＭＡベースのネットワークと相互接続し得る。ＵＥ１１５のモビリテ
ィおよび／または負荷分散をサポートするために、ＥＰＳ１００は、ソースｅＮＢ１０５
とターゲットｅＮＢ１０５との間のＵＥ１１５のハンドオーバをサポートし得る。ＥＰＳ
１００は、同じＲＡＴ（たとえば、他のＥ－ＵＴＲＡＮネットワーク）のｅＮＢ１０５お
よび／または基地局間のＲＡＴ内ハンドオーバと、異なるＲＡＴ（たとえば、Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮ対ＣＤＭＡなど）のｅＮＢおよび／または基地局間のＲＡＴ間ハンドオーバとをサポ
ートし得る。ＥＰＳ１００はパケット交換サービスを与え得るが、当業者なら容易に諒解
するように、本開示全体にわたって提示される様々な概念は、回線交換サービスを与える
ネットワークに拡張され得る。
【００６０】
　[0079]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ｅＮＢ１０５を含むことができ、ＵＥ１１５に対してユーザ
プレーンプロトコル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与えることができる。ｅＮＢ
１０５は、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２インターフェースなど）を介して
他のｅＮＢ１０５に接続され得る。ｅＮＢ１０５は、ＵＥ１１５にＥＰＣ１３０へのアク
セスポイントを与え得る。ｅＮＢ１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１
インターフェースなど）によってＥＰＣ１３０に接続され得る。ＥＰＣ１３０内の論理ノ
ードは、１つまたは複数のモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）と、１つまたは複数の
サービングゲートウェイと、１つまたは複数のパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲ
ートウェイと（図示されず）を含み得る。概して、ＭＭＥはベアラおよび接続管理を行い
得る。
【００６１】
　[0080]ＵＥ１１５は、たとえば、多入力多出力（ＭＩＭＯ）、多地点協調（ＣｏＭＰ）
、または他の方式を通して、複数のｅＮＢ１０５と協力して通信するために構成され得る
。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信するためにマルチパス環境を利用する
ために、基地局上の複数のアンテナおよび／またはＵＥ上の複数のアンテナを使用する。
ＣｏＭＰは、ＵＥのための全体的送信品質を改善し、ならびにネットワークおよびスペク
トル利用を増加させるための、いくつかのｅＮＢによる送信および受信の動的協調のため
の技法を含む。一般に、ＣｏＭＰ技法は、ＵＥ１１５のための制御プレーン通信とユーザ
プレーン通信とを協調させるために、基地局１０５間の通信のためにバックホールリンク
１３２および／または１３４を利用する。ＵＥ１１５は、様々なカテゴリーのものであり
得る。たとえば、ＵＥ１１５のいくつかは、それらのＵＥ１１５のマルチパス能力に影響
を及ぼし得る、受信制限ＵＥ１１５であり得る。
【００６２】
　[0081]様々な開示される実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
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プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイ
ヤにおける通信は、ＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チ
ャネルを通じて通信するためにパケットのセグメンテーションとリアセンブルとを実行し
得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先度処理と、トランスポートチャネルへ
の論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、信頼性の高いデータ送信
を保証するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うために、ハイブリッド自動再送要求
（ＨＡＲＱ）技法を使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロト
コルレイヤは、ユーザプレーンデータのために使用されるＵＥとネットワークとの間のＲ
ＲＣ接続の確立と、構成と、維持とを提供し得る。物理レイヤにおいて、トランスポート
チャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００６３】
　[0082]ダウンリンク物理チャネルは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）お
よび／または拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（Ｐ
ＨＩＣＨ）、ならびに物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のうちの少なくとも
１つを含み得る。アップリンク物理チャネルは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ）および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つを含
み得る。ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨ上でのＵＥ１１５のためのデータ送信を示し、ならび
にＰＵＳＣＨについてＵＥ１１５にＵＬリソース許可を与え得る、ダウンリンク制御情報
（ＤＣＩ）を搬送し得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック
上のＰＵＣＣＨ中で制御情報を送信し得る。ＵＥ１１５は、データセクション中の割り当
てられたリソースブロック上のＰＵＳＣＨ中で、制御情報なしのデータ、またはデータと
制御情報の両方を送信し得る。いくつかのＵＥ１１５は、ブロードキャストチャネルとユ
ニキャストチャネルの両方の同時受信のために構成され、それが可能であり得る。しかし
ながら、他のＵＥ１１５は、ブロードキャストチャネルとユニキャストチャネルとの同時
受信が可能ではないことがある。受信制限ＵＥ１１５（たとえば、低コストＭＴＣ）は、
広帯域制御チャネル（たとえば、ＰＤＣＣＨ）を受信するように構成され得るが、データ
チャネル（たとえば、１．０８ＭＨｚのＰＤＳＣＨ）のための広帯域動作をサポートしな
いことがあり、狭帯域データチャネルを受信するように構成され得る。そのような場合、
受信制限ＵＥ１１５は、限定されたＤＬ割当て（たとえば、６リソースブロック）が可能
であり得る。
【００６４】
　[0083]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ダウンリンク上では直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）を利用し、アップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）を利用する。ＯＦＤＭＡおよび／またはＳＣ－ＦＤＭＡキャリアは、一般にトーン、
ビンなどとも呼ばれる複数（Ｋ個）の直交サブキャリアに区分され得る。各サブキャリア
はデータで変調され得る。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリア
の総数（Ｋ）はシステム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．４、３、５、１０、
１５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の（ガード帯域を伴う）対応するシステム帯域幅
に対して、それぞれ、１５キロヘルツ（ＫＨｚ）のサブキャリア間隔を伴って、７２、１
８０、３００、６００、９００、または１２００に等しくなり得る。システム帯域幅はま
た、サブバンドに区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、
１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサブバンドがあり得る。
【００６５】
　[0084]キャリアは、ＦＤＤ動作を使用して（たとえば、対スペクトルリソースを使用し
て）、またはＴＤＤ動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）、
双方向通信を送信し得る。ＦＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ
１）とＴＤＤのためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）とが定義され得
る。時間間隔は、基本時間単位Ｔs＝１／３０７２００００の倍数で表され得る。各フレ
ーム構造は、無線フレーム長さＴf＝３０７２００・Ｔs＝１０ｍｓを有し得、それぞれ長
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ーフフレームは、長さ３０７２０・Ｔs＝１ｍｓの５つのサブフレームを含み得る。
【００６６】
　[0085]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、構成可能な数の独立ＨＡＲＱプロセスを用
いたマルチプロセスＨＡＲＱをサポートする。各ＨＡＲＱプロセスは、新しいデータまた
はトランスポートブロックを送信する前に肯定応答（ＡＣＫ）を受信することを待ち得る
。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ダウンリンク上で非同期ＨＡＲＱ送信を使用し、アップリンク
上で同期ＨＡＲＱ送信を使用する。非同期ＨＡＲＱと同期ＨＡＲＱの両方において、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報は、ＨＡＲＱタイミングと呼ばれることがある、ＤＬまたはＵＬ送信か
ら一定数のサブフレーム後に与えられ得る。概して、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＦＤＤキャリ
アの場合、ＨＡＲＱプロセスのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は、データ送信から４つのサ
ブフレーム後に送信される。非同期ＨＡＲＱでは、後続の送信のためにスケジュールされ
るＤＬまたはＵＬがあらかじめ決定されず、ｅＮＢは、各サブフレーム中でどのＨＡＲＱ
プロセスが送信されるかに関する命令をＵＥに与える。ＦＤＤにおける同期ＨＡＲＱの場
合、ＵＥ１１５は、ＮＡＣＫを受信してから所定の数のサブフレーム後に、特定のＨＡＲ
Ｑプロセスの第２の送信を実行する。概して、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＦＤＤキャリアの場
合、同じＨＡＲＱプロセスの後続のＵＬ送信は、ＮＡＣＫを受信してから４つのサブフレ
ーム後に行われる。ＴＤＤにおける同期ＨＡＲＱの場合、サブフレームｉ－ｋ中のＵＬ送
信に関連するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報がサブフレームｉ中で受信され得、ただし、ｋは、Ｔ
ＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構成に従って定義され得る。様々なＨＡＲＱ技法およびオプションが、
以下でより詳細に説明される。
【００６７】
　[0086]図２は、様々な実施形態によってシステム１００内で採用され得る、ＴＤＤキャ
リアのためのフレーム構造２００を示す。ＴＤＤフレーム構造では、各サブフレーム２１
０は、ＵＬトラフィックまたはＤＬトラフィックを搬送することができ、特殊サブフレー
ム（「Ｓ」）２１５は、ＤＬ送信とＵＬ送信との間で切り替えるために使用され得る。無
線フレーム内でのＵＬサブフレームおよびＤＬサブフレームの割振りは、対称または非対
称であってよく、半静的または動的に再構成され得る。特殊サブフレーム２１５は、何ら
かのＤＬトラフィックおよび／またはＵＬトラフィックを搬送することができ、ＤＬトラ
フィックとＵＬトラフィックとの間のガード期間（ＧＰ）を含み得る。ＵＬトラフィック
からＤＬトラフィックへの切替えは、特殊サブフレーム、またはＵＬサブフレームとＤＬ
サブフレームとの間のガード期間を使用せずに、ＵＥにおいてタイミングアドバンスを設
定することによって達成され得る。フレーム期間（たとえば、１０ｍｓ）またはフレーム
期間の半分（たとえば、５ｍｓ）に等しい切替えポイント周期性を伴うＴＤＤ構成がサポ
ートされ得る。たとえば、ＴＤＤフレームは１つまたは複数の特殊フレームを含み得、特
殊フレーム間の期間がフレームのためのＴＤＤ　ＤＬ－ＵＬ間切替えポイント周期性を決
定し得る。
【００６８】
　[0087]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの場合、表１に示されているように、ＤＬサブフレームを４
０％と９０％との間で与える７つの異なるＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構成が定義される。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
　[0088]いくつかのＴＤＤ　ＤＬ／ＵＬ構成が、ＤＬサブフレームよりも少数のＵＬサブ
フレームを有するので、アップリンクサブフレーム中のＰＵＣＣＨ送信内で関連付けセッ
トのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信するために、いくつかの技法が使用され得る。た
とえば、送られるべきＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の量を低減するために、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情
報を組み合わせるためのバンドリングが使用され得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドリングは
、関連付けセットの各フレームに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報がＡＣＫである場合に、肯
定応答（ＡＣＫ）の値に設定される単一のビットへとＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を組み合わせ
ることができる。たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は、特定のサブフレームについて、Ａ
ＣＫを表すためにバイナリ「１」であり得、否定応答（ＮＡＣＫ）を表すためにバイナリ
「０」であり得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は、関連付けセットのＡＣＫ／ＮＡＣＫビット
に対する論理ＡＮＤ演算を使用してバンドルされ得る。バンドリングは、ＰＵＣＣＨ上で
送られるべき情報の量を低減し、したがって、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバッ
クの効率を高める。１つのアップリンクサブフレーム中でＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の複数の
ビットを送信するために、多重化が使用され得る。たとえば、最大で４ビットのＡＣＫ／
ＮＡＣＫが、チャネル選択を伴うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを使用して送信され得る。
いくつかの実施形態では、ＨＡＲＱタイミングは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫがバンドルされるか
否かとは無関係である。
【００７１】
　[0089]上述されたように、ワイヤレスネットワーク１００は、キャリアアグリゲーショ
ン（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがある、複数のキャリア上での動作
をサポートし得る。図３は、ＣＡ展開の一例を示すシステム３００を示す。キャリアは、
コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤなどと呼ばれることもある。したがって、「キ
ャリア」、「レイヤ」、および「ＣＣ」という用語は、本明細書では互換的に使用される
ことがある。いくつかの例では、異なるＣＣは、異なるカバレージ拡張技法を使用し得る
。
【００７２】
　[0090]ダウンリンクのために使用されるキャリアはダウンリンクＣＣと呼ばれることが
あり、アップリンクのために使用されるキャリアはアップリンクＣＣと呼ばれることがあ
る。ダウンリンクＣＣとアップリンクＣＣとの組合せはセルと呼ばれることがある。また
、ダウンリンクＣＣからなるセルを有することも可能である。ＵＥ１１５は、キャリアア
グリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のアップリンクＣＣ
とで構成され得る。マルチレイヤｅＮＢ１０５は、ダウンリンクおよび／またはアップリ
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ンク上の複数のＣＣを介したＵＥとの通信をサポートするように構成され得る。したがっ
て、ＵＥ１１５は、１つのマルチレイヤｅＮＢ１０５から、または複数のｅＮＢ１０５（
たとえば、シングルまたはマルチレイヤｅＮＢ）から１つまたは複数のダウンリンクＣＣ
上でデータと制御情報とを受信し得る。ＵＥ１１５は、１つまたは複数のアップリンクＣ
Ｃ上でデータと制御情報とを１つまたは複数のｅＮＢ１０５に送信し得る。キャリアアグ
リゲーションは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方
とともに使用され得る。ＤＬキャリアアグリゲーションの場合、複数のＤＬ送信が１つの
サブフレーム中で行われるとき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの複数のビットがフィードバックされ
る。最大で２２ビットのＡＣＫ／ＮＡＣＫが、ＤＬキャリアアグリゲーションのためにＰ
ＵＣＣＨフォーマット３を使用して送信され得る。
【００７３】
　[0091]異なるカバレージ拡張技法が、同じセル内の異なるコンポーネントキャリア上で
採用され得る。したがって、様々なコンポーネントキャリアが、バンドリングなど、カバ
レージ拡張技法のために個々に構成され得る。たとえば、バンドリングは、１つまたは複
数のコンポーネントキャリア上で採用され得るが、あるセルのすべてのコンポーネントキ
ャリア上で採用されるとは限らないことがある。いくつかの実施形態では、カバレージ拡
張技法の違いは、バンドリングサイズおよび／または反復数の違いであり得る。
【００７４】
　[0092]図３は、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構成
されたシステム３００を示す。システム３００は、ＵＥ１１５と通信するために１つまた
は複数のコンポーネントキャリア３２５（ＣＣ1～ＣＣN）を使用する１つまたは複数のｅ
ＮＢ１０５を含み得る。ｅＮＢ１０５は、コンポーネントキャリア３２５上の順方向（ダ
ウンリンク）チャネルを介してＵＥ１１５に情報を送信することができる。さらに、ＵＥ
１１５は、コンポーネントキャリア３２５上の逆方向（アップリンク）チャネルを介して
ｅＮＢ１０５－ａに情報を送信することができる。図３ならびに開示される実施形態のい
くつかに関連付けられた他の図の様々なエンティティについて説明する際に、説明の目的
で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａワイヤレスネットワークに関連付けられた名称が
使用されている。ただし、システム３００は、限定はしないが、ＯＦＤＭＡワイヤレスネ
ットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭＡ２０００ネットワークなどの
他のネットワークにおいて動作することができることを当業者は諒解されよう。コンポー
ネントキャリアＣＣ1～ＣＣN３２５のうちの１つまたは複数は、同じ周波数動作帯域中に
あるか（帯域内）、または異なる動作帯域中にあり得（帯域間）、帯域内ＣＣは動作帯域
内で連続であるか、または不連続であり得る。
【００７５】
　[0093]システム３００では、ＵＥ１１５は、１つまたは複数のｅＮＢ１０５に関連付け
られた複数のＣＣで構成され得る。１つのＣＣは、ＵＥ１１５のための１次ＣＣ（ＰＣＣ
）に指定される。ＰＣＣは、ＵＥごとに上位レイヤ（たとえば、ＲＲＣなど）によって半
静的に構成され得る。いくつかのアップリンク制御情報（ＵＣＩ）（たとえば、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ、チャネル品質情報（ＣＱＩ）、スケジューリング要求（ＳＲ）など）は、ＰＵ
ＣＣＨ上で送信されるとき、ＰＣＣによって搬送される。いくつかの実施形態では、ＰＣ
Ｃは、１次セル（ＰＣｅｌｌ）と呼ばれる。追加のＣＣは、２次ＣＣ（ＳＣＣ）と指定さ
れ得る。ＳＣＣは同様に、ＵＥごとに上位レイヤ（たとえば、ＲＲＣなど）によって半静
的に構成され得る。ＳＣＣは、指定されたＰＣＣ（または別のＳＣＣ）がそのＳＣＣ上で
リソースをスケジュールするように、クロスキャリアスケジューリングのために構成され
得る。代替的に、ＳＣＣは、そのＳＣＣが対スペクトル（たとえば、ＵＬまたはＤＬ）上
でリソースをスケジュールするように、自己スケジューリングのために構成され得る。い
くつかの実施形態では、ＳＣＣは、２次セル（ＳＣｅｌｌ）と呼ばれる。しかしながら、
場合によっては、ＵＬ　ＳＣＣの代わりにＵＬ　ＰＣＣが、所与のＵＥのためのＰＵＣＣ
Ｈのために使用され得る。ＵＥ１１５は、非対称なＤＬ対ＵＬのＣＣの割当てによって構
成され得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、最大で５：１のＤＬ対ＵＬのマッピングがサポー
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トされる。したがって、１つのＵＬ　ＣＣ（たとえば、ＰＣＣ　ＵＬ）は、最大で５つの
ＤＬ　ＣＣに対して、ＰＵＣＣＨ上でＵＣＩ（たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を搬送し得
る。
【００７６】
　[0094]図３に示される例では、ＵＥ１１５－ａは、ｅＮＢ１０５－ａに関連付けられた
ＰＣＣ３２５－ａおよびＳＣＣ３２５－ｂと、ｅＮＢ１０５－ｂに関連付けられたＳＣＣ
３２５－ｃとによって構成される。システム３００は、ＦＤＤおよび／またはＴＤＤ　Ｃ
Ｃ３２５の様々な組合せを使用してキャリアアグリゲーションをサポートするように構成
され得る。たとえば、システム３００のいくつかの構成は、ＦＤＤ　ＣＣ（たとえば、Ｆ
ＤＤ　ＰＣＣ、および１つまたは複数のＦＤＤ　ＳＣＣ）のためのＣＡをサポートし得る
。他の構成は、ＴＤＤ　ＣＣ（たとえば、ＴＤＤ　ＰＣＣ、および１つまたは複数のＴＤ
Ｄ　ＳＣＣ）を使用してＣＡをサポートし得る。いくつかの例では、ＣＡのためのＴＤＤ
　ＳＣＣは同じＤＬ／ＵＬ構成を有するが、他の例は、異なるＤＬ／ＵＬ構成のＣＣによ
ってＴＤＤ　ＣＡをサポートする。
【００７７】
　[0095]いくつかの実施形態では、システム３００は、ＣＡと他のタイプのジョイント動
作（たとえば、ＵＥ１１５のために構成された複数のＣＣのｅＮＢ１０５が低減されたバ
ックホール能力を有するときのデュアル接続性など）とを含むＴＤＤ－ＦＤＤジョイント
動作をサポートし得る。ＴＤＤ－ＦＤＤジョイント動作は、ＦＤＤおよびＴＤＤ　ＣＡ動
作をサポートするＵＥ１１５が、ＣＡを使用して、または単一のＣＣモードでＦＤＤ　Ｃ
ＣとＴＤＤ　ＣＣの両方にアクセスすることを可能にし得る。さらに、様々な能力をもつ
レガシーＵＥ（たとえば、シングルモードＵＥ、ＦＤＤ　ＣＡ対応ＵＥ、ＴＤＤ　ＣＡ対
応ＵＥなど）は、システム３００のＦＤＤまたはＴＤＤキャリアに接続し得る。
【００７８】
　[0096]様々なＣＣ３２５は、様々なカバレージ拡張技法に従ってそれぞれ送信され得る
。場合によっては、各ＣＣ３２５は、異なるカバレージ拡張技法に従って送信される。た
とえば、ＰＣＣ３２５－ａおよびＳＣＣ３２５－ｂは、カバレージ拡張のために個々に構
成され得る。いくつかの実施形態では、ＳＣＣ３２５－ｂは、ＰＣＣ３２５－ａからクロ
スキャリアスケジュールされ、ＳＣＣ３２５－ｂは、バンドリングカバレージ拡張技法を
採用する。様々な実施形態では、バンドルされたＤＬチャネルとＵＬチャネルの両方が送
信および／または受信され得る。たとえば、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）
、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、および／またはラ
ンダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）のいずれかまたはすべてが、カバレージ拡張のため
にバンドルされ得る。
【００７９】
　[0097]バンドリングは、連続した送信時間間隔（ＴＴＩ）においてチャネル（たとえば
、ＰＢＣＨ）のいくつかの「コピー」を送信（または受信）することを含み得る。ＴＴＩ
は、いくつかの事例では、サブフレームと呼ばれる、（上記で説明されたような）フレー
ムの１ｍｓ細区分であり得る。したがって、いくつかの事例では、たとえば、単一のトラ
ンスポートブロックが、送信全体のためのシグナリングメッセージの１つのセットととも
に、複数の連続したサブフレーム中で繰り返し送信され得る。本明細書で使用されるバン
ドリングサイズまたはバンドリング長さという用語は、バンドルのコピーとともに送信ま
たはバンドルされる連続したＴＴＩの数を指すことがある。バンドルされた送信－たとえ
ば、バンドルされたＤＬ送信－ごとに、単一のＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信され得る。バンド
リングを考慮に入れるＨＡＲＱプロセスが採用され得る。したがって、チャネルの各送信
は、対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを有さなくてよく、むしろ、バンドルされた送信が対応す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫを有する。たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＦＤＤキャリアについて
上記で説明されたように、ＨＡＲＱプロセスのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は、一般に、
データ送信から４つのサブフレーム後に送信される。しかしながら、バンドルされた送信
では、バンドル全体のためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が、バンドルにおける最後のＴＴＩか
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ら４つのサブフレーム後に送信され得る。そのような場合、ＨＡＲＱプロセスの数は、バ
ンドルされないシナリオと比較して低減され得る。
【００８０】
　[0098]システム１００および３００は、ソフト合成を伴うＨＡＲＱのために構成され得
る。ソフト合成を伴うＨＡＲＱを採用する方式では、受信機は、エラーのあるデータブロ
ックを受信し、バッファ（たとえば、ソフトバッファ）内にブロックを記憶し得る。ＨＡ
ＲＱプロセス後、受信機は、エラーのあるデータブロックの再送信を受信し得、受信機は
、２つのデータブロックを合成し得る。場合によっては、次いで、受信機は、データブロ
ックの合成を復号することができる。ＦＤＤとＴＤＤの両方について、ＵＥ１１５は、ソ
フトチャネルビット（たとえば、エラーのあるデータブロック）を記憶する。たとえば、
ＵＥ１１５は、復号失敗時にサービングセルごとに少なくともＫMIMO・ｍｉｎ（ＭDL_HAR

Q，Ｍlimit）個のトランスポートブロック（たとえば、データブロック）について、ソフ
トバッファ内にソフトチャネルビットｎsbを記憶し得、ただし、
【００８１】

【数１】

【００８２】
であり、
【００８３】

【数２】

【００８４】
は、ＵＥ１１５のカテゴリーによるソフトチャネルビットの総数であり、ＫMIMOは、ＵＥ
１１５の送信モードに基づく整数値であり、ＭDL_HARQは、ダウンリンクＨＡＲＱプロセ
スの最大数であり、Ｍlimitは８であり、Ｃはコードブロックの数であり、
【００８５】

【数３】

【００８６】
は、構成されたサービングセル（たとえば、ＣＣ）の数であり、Ｎcbは、ｒ番目のコード
ブロックのためのビット数である。
【００８７】
　[0099]ダウンリンク共有（ＤＬ－ＳＣＨ）およびページング（ＰＣＨ）トランスポート
チャネルについて、
【００８８】
【数４】

【００８９】
であり、アップリンク共有（ＵＬ－ＳＣＨ）およびマルチキャスト（ＭＣＨ）トランスポ
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ートチャネルについて、Ｎcb＝Ｋwである。Ｋwは、サーキュラーバッファ長さである。Ｎ

IRは、ｒ番目のコードブロックのためのソフトバッファサイズを示し、
【００９０】
【数５】

【００９１】
であり、ただし、Ｎsoftは、ＵＥ１１５のカテゴリーによるソフトチャネルビットの総数
であり、ＫCは、ＣＡが構成されるときに５であり、または、ＵＥ１１５の能力（たとえ
ば、ＵＥ１１５がサポートすることができるレイヤの数）に応じて１もしくは２である。
【００９２】
　[0100]式１および式２によって示されるように、ソフトバッファ管理（たとえば、ソフ
トバッファサイズ）は、ＨＡＲＱプロセスの数および／または構成されたＣＣの数の関数
として説明され得る。ただし、バンドリングが採用されるとき、ＨＡＲＱプロセスの数は
ＣＣごとに異なり得る。そのため、バンドリングが可能にされるか別のカバレージ拡張技
法が可能にされるかにかかわらず、ソフトバッファがＣＣにわたって区分され得る。した
がって、ソフトバッファは、ＣＣごとに事実上等しい区分を含み得る。たとえば、ｎSB＝
１０，０００ビットである場合、ならびに、ＰＣＣ３２５－ａおよびＳＣＣ３２５－ｂが
両方とも構成される場合、５，０００ビットがＰＣＣ３２５－ａに割り振られ、５，００
０ビットがＳＣＣ３２５－ｂに割り振られるように、ソフトバッファが区分され得る。Ｐ
ＣＣ３２５－ａおよびＳＣＣ３２５－ｂは、同じまたは異なる数のＨＡＲＱプロセスを有
し得、そのことは、ＰＣＣ３２５－ａおよびＳＣＣ３２５－ｂがカバレージ拡張のために
同じバンドリング長さを利用するか、異なるバンドリング長さを利用するかに関係し得る
。したがって、ソフトバッファは、異なる数のＨＡＲＱプロセスまたは異なるバンドリン
グ長さを有するＣＣについて、等しく区分され得る。
【００９３】
　[0101]別の実施形態では、ソフトバッファは、ＨＡＲＱプロセスにわたって等しく区分
される、バンドル依存ソフトバッファを含み得るが、ＨＡＲＱプロセスは、複数のＣＣに
わたって不均一に拡散され得る。したがって、ソフトバッファは、ＣＣごとに不等区分を
有し得るが、各ＣＣの各ＨＡＲＱプロセスは、同じ割振りを有し得る。たとえば、ｎSB＝
１０，０００ビットであり、ＰＣＣ３２５－ａが構成され、２つのＨＡＲＱプロセスを含
み、ＳＣＣ３２５－ｂが構成され、４つのＨＡＲＱプロセスを含む場合、ソフトバッファ
は、事実上等しい数のビットが各ＨＡＲＱプロセスに割り振られて区分され得－たとえば
、ＰＣＣ３２５－ａの各ＨＡＲＱプロセスは１，６６６ビットを割り振られ得、ＳＣＣ３
２５－ｂの各ＨＡＲＱプロセスは１，６６７ビットを割り振られ得る。上述されたように
、ＣＣが同数のＨＡＲＱプロセスを有するか、異なる数のＨＡＲＱプロセスを有するかは
、ＣＣがカバレージ拡張のために同じバンドリング長さを利用するか、異なるバンドリン
グ長さを利用するかに応じたものとなり得る。したがって、ソフトバッファは、ＣＣの各
々のためのＨＡＲＱプロセスの数またはバンドリング長さに基づいて分配され得、ＨＡＲ
Ｑプロセスの数またはバンドリング長さは、ＣＣごとに異なり得る。
【００９４】
　[0102]いくつかの実施形態では、複数のＣＣがカバレージ拡張（たとえば、バンドリン
グ）とともに構成されるとき、任意のそのようなＣＣのためのＨＡＲＱプロセスの数は、
ＨＡＲＱプロセスの共通数に限定され得る。これは、異なるカバレージ拡張必要性に基づ
き得る。すなわち、カバレージ拡張必要性は、異なるＣＣに関して変動し得る。たとえば
、８００ＭＨｚで動作するＣＣは、５．８ＧＨｚで動作するＣＣとは異なるカバレージ拡
張必要性を有し得る。または、ＵＥがマクロ基地局とピコ基地局の両方によってサービス
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されるシナリオでは、１つのＣＣ（たとえば、ピコセル）は、マクロセルおよびピコセル
に対するＵＥのロケーションに基づいて、ならびにセルの相対的な送信制限に基づいて、
より大きいカバレージ拡張必要性を有し得る。追加または代替として、カバレージ拡張必
要性は、ＣｏＭＰシナリオにおいてＣＣの間で変動し得る。
【００９５】
　[0103]カバレージ拡張必要性の違いは、ＣＣ間の違いに基づいて、ネットワークエンテ
ィティ（たとえば、基地局１０５－ａまたは１０５－ｂの基地局コントローラ）によって
決定され得る。または、場合によっては、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５がカバレージ
拡張必要性を決定するために使用し得る、様々なＣＣのための、測定基準信号（たとえば
、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）など）に基づいて、報
告を送り得る。したがって、複数のＣＣは、カバレージ拡張を必要とするＣＣのサブセッ
トを含み得る。次いで、サブセットの各ＣＣは、同数のＨＡＲＱプロセスに限定され得る
。カバレージ拡張を必要としない、または、異なるカバレージ拡張必要性を有する他のＣ
Ｃは、限定数のＨＡＲＱプロセスを有さないことがある。そのため、ＰＣＣ３２５－ａ、
ＳＣＣ３２５－ｂ、およびＳＣＣ３２５－ｃがそれぞれ構成され、ＳＣＣ３２５－ｂおよ
び３２５－ｃがカバレージ拡張を可能にしているが、ＰＣＣ３２５－ａがそうではない場
合、ＳＣＣ３２５－ｂおよび３２５－ｃは、共通数のＨＡＲＱプロセスに限定され得、Ｐ
ＣＣ３２５－ａは限定されないことがある。したがって、ＳＣＣ３２５－ｂおよびＳＣＣ
３２５－ｃが異なるカバレージ拡張技法を採用する場合でも、ＳＣＣ３２５－ｂ、３２５
－ｃは、あるカバレージ拡張技法に従って送信することに基づいて、いくつかのＨＡＲＱ
プロセスに限定され得る。
【００９６】
　[0104]場合によっては、１つのＣＣがカバレージ拡張のために構成される場合、そのＣ
Ｃ上で送信される制御とデータの両方がバンドルされ得る。ただし、場合によっては、Ｃ
Ａ展開において、最小のカバレージ拡張－たとえば、最小のバンドリングを必要とするＣ
Ｃ上でＤＬおよびＵＬ制御を割り振ることが可能であり得る。したがって、データチャネ
ルと制御チャネルとを別個にバンドルすること、および／または、データチャネルと制御
チャネルとを異なるＣＣに割り振ることが有利であり得る。たとえば、ＰＣＣ３２５－ａ
およびＳＣＣ３２５－ｂがバンドリングをそれぞれ含む場合、すべての制御チャネルが、
最小のバンドリングを有するＣＣに割り振られ得る。データチャネルは、様々な程度のバ
ンドリングを伴う両方のＣＣ上でサポートされ、および／またはそれらに割り振られ得る
。したがって、異なるＨＡＲＱタイミングがサポートされ得－たとえば、データがバンド
ルされる場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／または他の制御がバンドルされないことがある
。そのような場合、ＤＬ　ＨＡＲＱタイミングは、ＣＣがバンドルされた制御チャネルを
含むか、バンドルされない制御チャネルを含むかにかかわらず、決定され得る。または、
場合によっては、ＤＬ　ＨＡＲＱタイミングは、ＣＣがバンドルされた制御チャネルを含
むか、バンドルされない制御チャネルを含むかに基づいて、決定され得る。追加または代
替として、ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングは、ＣＣがバンドルされた制御情報を含むか、バン
ドルされない制御情報を含むかにかかわらず、またはそれに基づいて、決定され得る。
【００９７】
　[0105]いくつかの実施形態では、ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングは、ＣＣがバンドルされた
制御チャネルを含むか、バンドルされない制御チャネルを含むかに基づいて、決定される
。たとえば、ＳＣＣ３２５－ｂが自己スケジュールされる場合、ＵＬ　ＨＡＲＱスケジュ
ーリングおよびタイミングは、ＨＡＲＱプロセスのためのカバレージ拡張固有の（たとえ
ば、バンドリング固有の）スケジューリングおよび／またはタイミングに従い得る。ただ
し、たとえば、ＳＣＣ３２５－ｂがＰＣＣ３２５－ａからクロスキャリアスケジュールさ
れる場合、ＨＡＲＱプロセスは、低減されたタイムライン（たとえば、上記で説明された
ようなタイムライン）に従い得、または、ＨＡＲＱプロセスは、カバレージ拡張固有の（
たとえば、バンドリング固有の）スケジューリングおよび／もしくはタイミングに従い得
る。
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【００９８】
　[0106]ＰＣｅｌｌとして働くＣＣは、どのＣＣがＵＥ１１５－ａのより良いカバレージ
を有するかに基づいて選択され得る。たとえば、システム３００において、ＰＣＣ３２５
－ａは、ＣＣ３２５－ｂ、３２５－ｃと比較して最良のカバレージを有し、したがってＰ
Ｃｅｌｌとして選択される。そのような場合、ＳＣＣ３２５－ｂ、３２５－ｃは、ＰＣＣ
３２５－ａによってクロスキャリアスケジュールされ得、ＰＣＣ３２５－ａは、ＳＣＣ３
２５－ｂ、３２５－ｃのためのバンドリング情報をシグナリングし得、バンドルされた制
御（たとえば、ＰＤＣＣＨ）を含み得る。いくつかの実施形態では、ＳＣｅｌｌは占有さ
れていないことがあるが、バンドルされた送信は、ＳＣｅｌｌからのカバレージが不十分
であるとしても採用され得る。
【００９９】
　[0107]ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５にフィードバックを与えるために、上記で導入
されたようなＵＣＩを与える。ＵＣＩは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を含み得、いくつ
かの実施形態では、ＵＥ１１５－ａは、ＵＣＩにおいてカバレージ拡張を示唆し得る。た
とえば、初期アクセスより前に、ＵＥ１１５－ａは、ＣＣ３２５上で測定を実行し得、初
期アクセスのための最低経路損失（ＰＬ）をもつＣＣ３２５を選択し得－たとえば、シス
テム３００において、ＰＣＣ３２５－ａが最低ＰＬを有し得るので、初期アクセスのため
に選択され得る。場合によっては、接続状態である間に、ＵＥ１１５－ａは、どのＣＣ３
２５が最低ＰＬを有しており、ＰＣｅｌｌとして構成されるべきであるかについてのフィ
ードバックを与え得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、ＣＣ３２５の各々のＰＬを測定
し、測定されたＰＬに基づいて、示唆されたＰＣｅｌｌを含むフィードバックを送信し得
る。基地局１０５は、フィードバックを受信し得、ＣＣ３２５は、フィードバックに基づ
いて構成され得る。
【０１００】
　[0108]ＵＥ１１５－ａは、非周期的なＣＳＩ報告または周期的なＣＳＩ報告のいずれか
または両方を送信し得る。一般に、非周期的な報告はＰＵＳＣＨ上で送信されるが、周期
報告はＰＵＣＣＨ上で送信される。ＵＥ１１５－ａは、複数の報告が同じチャネル上で同
じ時間に報告されるためにキューイングされる場合に、いくつかのＣＳＩ報告のための優
先度を示すいくつかのルールに従って動作し得る。たとえば、あるサービングセルのＰＵ
ＣＣＨ報告タイプ３、５、または６をもつＣＳＩ報告と、同じサービングセルのＰＵＣＣ
Ｈ報告タイプ１、１ａ、２、２ａ、２ｂ、２ｃ、または４をもつＣＳＩ報告との衝突の場
合には、後者のＣＳＩ報告がより低い優先度を有し、「ドロップ」され得る。したがって
、ＵＥ１１５－ａは、単一のサービングセルでは、報告タイプに基づいてＣＳＩ報告をド
ロップし得る。
【０１０１】
　[0109]送信モード１０におけるＵＥ１１５－ａについてなど、場合によっては、同じ優
先度のＰＵＣＣＨ報告タイプをもつ同じサービングセルのＣＳＩ報告間の衝突の場合、お
よび、ＣＳＩ報告が異なるＣＳＩプロセスに対応する場合、最低のＣＳＩＰｒｏｃｅｓｓ
ＩｎｄｅｘをもつＣＳＩプロセスを除く、すべてのＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩ報告
がドロップされ得る。追加または代替として、所与のサブフレーム、および送信モード１
０におけるＵＥ１１５－ａでは、同じ優先度のＰＵＣＣＨ報告タイプをもつ異なるサービ
ングセルのＣＳＩ報告と、異なるＣＳＩＰｒｏｃｅｓｓＩｎｄｅｘをもつＣＳＩプロセス
に対応するＣＳＩ報告との間の衝突の場合には、最低のＣＳＩＰｒｏｃｅｓｓＩｎｄｅｘ
をもつＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩ報告をもつサービングセルを除く、すべてのサー
ビングセルのＣＳＩ報告がドロップされ得る。したがって、ＵＥ１１５－ａは、プロセス
インデックスに基づいてＣＳＩ報告をドロップし得る。
【０１０２】
　[0110]場合によっては、ＵＥ１１５－ａが２つ以上のサービングセルとともに構成され
る場合、ＵＥ１１５－ａは、任意の所与のサブフレーム中で１つのサービングセルのＣＳ
Ｉ報告を送信し得る。所与のサブフレームでは、あるサービングセルのＰＵＣＣＨ報告タ
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イプ３、５、６、または２ａをもつＣＳＩ報告と、別のサービングセルのＰＵＣＣＨ報告
タイプ１、１ａ、２、２ｂ、２ｃ、または４をもつＣＳＩ報告との衝突の場合には、後者
のＣＳＩがより低い優先度を有し得、ドロップされ得る。所与のサブフレームでは、ある
サービングセルのＰＵＣＣＨ報告タイプ２、２ｂ、２ｃ、または４をもつＣＳＩ報告と、
別のサービングセルのＰＵＣＣＨ報告タイプ１または１ａをもつＣＳＩ報告との衝突の場
合には、後者のＣＳＩ報告がより低い優先度を有し得、ドロップされ得る。したがって、
ＵＥ１１５－ａは、いくつかのサービングセルでは、報告タイプに基づいてＣＳＩ報告を
ドロップし得る。
【０１０３】
　[0111]他の場合には、所与のサブフレームでは、および送信モード１～９におけるＵＥ
１１５－ａでは、同じ優先度のＰＵＣＣＨ報告タイプをもつ異なるサービングセルのＣＳ
Ｉ報告間の衝突の場合には、最低のＳｅｒｖＣｅｌｌＩｎｄｅｘをもつサービングセルの
ＣＳＩ報告が報告され得、すべての他のサービングセルのＣＳＩ報告がドロップされ得る
。追加または代替として、所与のサブフレームでは、および送信モード１０におけるＵＥ
１１５－ａでは、同じ優先度のＰＵＣＣＨ報告タイプをもつ異なるサービングセルのＣＳ
Ｉ報告と、同じＣＳＩＰｒｏｃｅｓｓＩｎｄｅｘをもつＣＳＩプロセスに対応するＣＳＩ
報告との間の衝突の場合には、最低のＳｅｒｖＣｅｌｌＩｎｄｅｘをもつサービングセル
を除く、すべてのサービングセルのＣＳＩ報告がドロップされ得る。したがって、ＵＥ１
１５－ａは、セルインデックスに基づいてＣＳＩ報告をドロップし得る。
【０１０４】
　[0112]異なるＣＣからの並列送信の場合には、ＣＣのうちの少なくとも１つがバンドリ
ングを採用するとき、電力および／または次元制限がしきい値を下回るときに、いくつか
のチャネル（たとえば、ＣＳＩ）がドロップされる必要があり得る。たとえば、ＵＥ１１
５－ａにおける利用可能な電力が、システム情報によって定義されるような、送信のため
に必要とされる電力未満である場合、ＵＥ１１５－ａは送信チャネルをドロップし得る。
追加または代替として、ＵＥ１１５－ａがしきい値数のレイヤを送信するように構成され
ない場合、ＵＥ１１５－ａは送信チャネルをドロップし得る。いくつかの実施形態では、
送信をすでに開始したチャネルが優先度を有し、そのチャネル上の送信は、その送信が完
了するまで、同じ（たとえば、初期）送信電力で完了する。たとえば、サブフレームにわ
たって位相連続性を維持するために、一定の送信電力がＰＵＳＣＨのために使用され得る
。したがって、バンドルされたＰＵＳＣＨが、利用可能な送信電力のある割合において、
あるＣＣにおいて開始した場合、他のＣＣは、残っている電力において送信され得るか、
または残っている電力が利用可能ではない場合にドロップされ得る。したがって、ＵＥ１
１５－ａは、電力制限または次元制限がしきい値を下回るとき、たとえば、ＳＣＣ３２５
－ｂの送信を中止することを決定し得る。ＵＥ１１５－ａは、ＰＣＣ３２５－ａの初期送
信に基づいて、この決定に到達し得る。
【０１０５】
　[0113]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５－ａは、各ＣＣの相対的優先度レベルに基
づいて、１つのＣＣの送信を中止することを決定し得る。たとえば、より少ないカバレー
ジ拡張必要性をもつＣＣが優先度を得ることができる。または、たとえば、ＰＣｅｌｌが
優先度を得ることができる。したがって、ＰＣＣ３２５－ａおよびＳＣＣ３２５－ｂ上で
送信するＵＥ１１５－ａは、電力制限または次元制限がしきい値を下回るとき、ＳＣＣ３
２５－ｂがより大きいカバレージ拡張を必要とし得るので、たとえば、ＳＣＣ３２５－ｂ
の送信を中止することを決定し得る。他の実施形態では、より大きいカバレージ拡張必要
性をもつＣＣが優先度を得ることができる。したがって、ＰＣＣ３２５－ａおよびＳＣＣ
３２５－ｂ上で送信するＵＥ１１５－ａは、電力制限または次元制限がしきい値を下回る
とき、ＳＣＣ３２５－ｂがより大きいカバレージ拡張を必要とし得るので、ＰＣＣ３２５
－ａ上の送信を中止することを決定し得る。またさらなる実施形態では、ＰＣＣ３２５－
ａおよびＳＣＣ３２５－ｂ上で送信するＵＥ１１５－ａは、電力制限または次元制限がし
きい値を下回るとき、ＰＣｅｌｌとして構成されたＣＣ、ＰＣＣ３２５－ａが優先度を得



(25) JP 6559688 B2 2019.8.14

10

20

30

40

50

るので、ＳＣＣ３２５－ｂの送信を中止することを決定し得る。
【０１０６】
　[0114]次に図４を参照すると、示されているのは、様々な実施形態による、カバレージ
拡張技法の有効な展開のために構成されたシステム４００のブロック図である。システム
４００は、ＣＣ３２５を介してカバレージエリア１１０－ａ内のＵＥ１１５と通信し得る
基地局１０５－ｃを含む。システム４００の様々な構成要素および／または態様は、図１
および／または図３の対応する構成要素および／または態様の例であり得る。ＣＣ３２５
は、いくつかのチャネル－たとえば、ブロードキャストチャネル４２５－ａおよび／また
はユニキャストチャネル４２５－ｂをそれぞれ含み得る。
【０１０７】
　[0115]ＵＥ１１５は、各々のカテゴリーに基づいて、異なる能力を有し得る。たとえば
、異なるカテゴリーのＵＥ１１５は、ＣＡをサポートし（またはサポートせず）、異なる
ＭＩＭＯ次元などをサポートし得る。いくつかのカテゴリーのＵＥ１１５は、ブロードキ
ャストチャネルとユニキャストチャネルの両方を同時に受信することが可能であるが、一
方、他のカテゴリーのＵＥ１１５は、そのような同時受信が不可能である。この後者のカ
テゴリーのＵＥ１１５は、「受信制限ＵＥ」、またはいくつかの事例では、低コストＵＥ
もしくは低コストＭＴＣと呼ばれることがある。そのような受信制限ＵＥは、制御チャネ
ル（たとえば、ＰＤＣＣＨ）では、広帯域動作をサポートし得るが、データチャネル（た
とえば、ＰＤＳＣＨ）では、狭帯域動作をサポートし、広帯域動作をサポートしないこと
がある。ＵＥ１１５－ｂは、ブロードキャスト４２５－ａチャネルおよびユニキャスト４
２５－ｂチャネルなど、ブロードキャストおよびユニキャストＤＬトラフィックを同時に
受信することが可能であるカテゴリーであり得る。ＵＥ１１５－ｃは、そのような同時送
信が不可能であるカテゴリーであり得る。ブロードキャストチャネル４２５－ａおよび／
またはユニキャストチャネル４２５－ｂがバンドルされる場合には、ＵＥ１１５－ｃの制
限された能力がより顕著であり得る。したがって、様々なデバイス－たとえば、基地局１
０５－ｃおよび／またはＵＥ１１５－にとって、ＵＥ１１５の様々なカテゴリー（および
制限）を考慮に入れる方法で動作することが有益であり得る。したがって、ＵＥ１１５－
ｃは、たとえば、ブロードキャストチャネル４２５－ａが送信されるときは常に、ユニキ
ャストチャネル４２５－ｂを受信しなくてよい（または、受信しようと試みなくてよい）
。様々な実施形態では、ＵＥ１１５－ｃは、バンドルされたブロードキャストチャネル４
２５－ａが送信されるときは常に、バンドルされたユニキャストチャネル４２５－ｂを受
信しない（または、受信しようと試みない）ことを決定し得る。ただし、ＵＥ１１５－ｂ
は、ユニキャスト４２５－ｂチャネルとブロードキャスト４２５－ａチャネルの両方を同
時に受信し得る。
【０１０８】
　[0116]いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＥ１１５－ｃにおいて受信され
るブロードキャストチャネルに関する受信時間を特定する。次いで、この特定に基づいて
、ＵＥ１１５－ｃは、受信時間において、ＵＥ１１５－ｃにおいて受信されたユニキャス
トチャネルを復号することを控える。ブロードキャストチャネル４２５－ａは、バンドル
されてもバンドルされなくてもよく、システム情報ブロック（ＳＩＢ）および／またはＰ
ＢＣＨを含み得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｃは、電力を節約するために、間欠受信モー
ドで動作中であり得る。ＵＥ１１５－ｃは、スリープモードから「ウェイクアップ」し、
システム情報を復号し得、そこから、後続のブロードキャストに関する受信時間を特定し
得る。次いで、ＵＥ１１５－ｃはスリープモードに再び入り得る。特定された時間にブロ
ードキャストチャネルを受信するために再びウェイクすると、ＵＥ１１５－ｃは、同時ユ
ニキャスト送信を復号することを控え得る。この控えることで、ＵＥ１１５－ｃは、十分
に受信するためにそれが現在の能力を欠いているチャネルを復号しようとしてリソースを
無駄にしないので、ＵＥ１１５－ｃが電力（たとえば、バッテリー電力）をさらに節約す
ることが可能であり得る。
【０１０９】
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　[0117]場合によっては、基地局１０５－ｃは、ＵＥ１１５の能力を特定し、それらの能
力に従ってＵＥ１１５と通信する。たとえば、基地局１０５－ｃは、受信制限され得、基
地局１０５－ｃから送信されるデータの受信者として特定され得る、ＵＥ１１５－ｃのカ
テゴリーを決定し得る（ＵＥ１１５－ｃは、たとえば、基地局１０５－ｃ上でキャンピン
グされ得る）。このカテゴリー決定に基づいて、次いで、基地局１０５－ｃは、ブロード
キャスト時間中にユニキャストデータ（たとえば、ユニキャストチャネル４２５－ｂ）を
送信することを控え得る。次いで、基地局１０５－ｃは、バンドルされ得、ＳＩＢおよび
／またはＰＢＣＨを含み得る、ブロードキャストチャネル４２５－ａを送信し得る。
【０１１０】
　[0118]ＵＥ１１５のそれぞれのカテゴリーは、各々のカバレージ拡張必要性に影響を及
ぼし得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｂが４つの受信アンテナを含むが、一方、ＵＥ１１５
－ｃが１つの受信アンテナを含む場合、ＵＥ１１５－ｂは、より多数のＭＩＭＯ次元をサ
ポートすることが可能であり、したがって、ＵＥ１１５－ｃは、ＵＥ１１５－ｂと比較し
てよりカバレージが制限されることになる。そのようなシナリオでは、基地局１０５－ｃ
によって利用されるカバレージ拡張技法は、異なるカテゴリーのＵＥ１１５によって異な
って感知され得る。したがって、ＵＥ１１５の各々が、ＵＥ１１５のカテゴリーに従って
カバレージ拡張技法を解釈する場合、有益であり得る。そのため、チャネル反復を含むカ
バレージ拡張技法では、チャネル反復長さはＵＥカテゴリーに依存し得る。
【０１１１】
　[0119]場合によっては、カバレージを拡張するために、様々な反復レベル－たとえば、
低、中、および／または高反復レベルに従って、いくつかのサブフレーム上でチャネルが
反復（たとえば、バンドル）され得る。各反復レベルは、前のレベルよりも多数の反復（
たとえば、チャネルのコピー）を含み得る。反復数は、反復長さと呼ばれることがある。
たとえば、低反復レベルはチャネルのｘ個のコピーの反復長さを含み得、中反復レベルは
２ｘ個のコピーの反復長さを含み得、高反復レベルは４ｘ個のコピーの反復長さを含み得
る。いくつかの実施形態では、後続の反復レベルは、前のレベルと比較して、より大きい
送信電力を使用する。
【０１１２】
　[0120]ＵＥ１１５は、それぞれのＵＥカテゴリーに従って、各反復レベルを解釈し得る
。したがって、ＵＥ１１５－ｂは、Ｌ１、Ｌ２、およびＬ３の反復長さをそれぞれ含むよ
うに、低、中、および高として示された反復レベルを解釈し得るが、一方、ＵＥ１１５－
ｃは、反復長さＬ１’、Ｌ２’、およびＬ３’を含むように、同じ反復レベル指示（低、
中、および高）を解釈し得る。したがって、中反復レベルで送信されたチャネルは、たと
えば、ＵＥ１１５－ｂおよび１１５－ｃのそれぞれのカテゴリーに応じて異なる反復長さ
を有するように、ＵＥ１１５－ｂおよび１１５－ｃによって解釈され得る。そのようなカ
バレージ拡張技法は、ユニキャストチャネル４２５－ｂ（たとえば、ＥＰＤＣＣＨおよび
ＰＤＳＣＨ）に適用され得る。ただし、いくつかの実施形態では、ＰＢＣＨレベルは、受
信制限ＵＥが存在するか否かに応じて変化し得る。したがって、基地局１０５－ｃは、ど
のＵＥ１１５がブロードキャストを受信する可能性が高いかと、それらのＵＥ１１５がブ
ロードキャストを解釈する可能性が高い方法とに基づいて、ブロードキャストチャネル４
２５－ａの反復レベルを調整し得る。様々な反復レベルが、異なるカテゴリーのＵＥ１１
５のための異なる程度のカバレージ拡張をもたらし得る。たとえば、受信制限ＵＥ１１５
－ｃでは、低、中、および高反復レベルが、それぞれ５ｄＢ、１０ｄＢ、および１５ｄＢ
のカバレージ拡張をもたらし得る。一方、異なるカテゴリーのＵＥ１１５（たとえば、よ
り多数のＭＩＭＯ次元をサポートすることが可能なＵＥ）では、同じ低、中、および高反
復レベルが、３ｄＢ、６ｄＢ、および９ｄＢのカバレージ拡張をもたらし得る。
【０１１３】
　[0121]次に、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃは、様々な実施形態による、カバレージ拡
張技法の有効な展開のために構成されたデバイス５０５のブロック図５００を示す。様々
な実施形態では、デバイス５０５は、先行する図に関して説明された基地局１０５および
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ＵＥ１１５の様々な態様の一例である。デバイス５０５は、各々が互いに通信し得る受信
機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送信機モジュール
５１５を含み得る。デバイス５０５の様々なモジュールは、本明細書で説明される機能を
実行するための手段であり得る。いくつかの実施形態では、デバイス５０５の１つまたは
複数の態様は、プロセッサである。
【０１１４】
　[0122]受信機モジュール５１０は、第１のカバレージ拡張技法に従って送信された第１
のＣＣを受信することと、第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のＣＣを受
信することとを行うように構成され得る。送信機モジュール５１５は、第１のカバレージ
拡張技法に従って第１のＣＣを送信することと、第２のカバレージ拡張技法に従って第２
のＣＣを送信することとを行うように構成され得る。コントローラモジュール５１５は、
異なるカバレージ拡張技法を採用し得る様々なＣＣを構成することが可能であり、それを
構成するように配置され得る。いくつかの実施形態では、コントローラモジュール５１５
は、クロスキャリアスケジューリングのための１つまたは複数のＣＣを構成することが可
能であり、それを構成するように配置される。
【０１１５】
　[0123]受信機モジュール５１０は、カバレージ拡張なしの第３のＣＣを受信するように
さらに構成され得る。第３のＣＣは、限定されない数のＨＡＲＱプロセスとともに構成さ
れ得、第１のＣＣおよび第２のＣＣは、同じまたは異なる数のＨＡＲＱプロセスを有し得
る。
【０１１６】
　[0124]図５Ｂは、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構
成されたデバイス５０５－ａのブロック図５００－ａを示す。デバイス５０５－ａは、図
５Ａのデバイス５０５の一例であり得、デバイス５０５－ａは、同じまたは同様の機能を
実行するように構成され得る。デバイス５０５－ａは、各々が互いに通信し得、図５Ａの
対応するモジュールの例であり得る、受信機モジュール５１０－ａ、コントローラモジュ
ール５１５－ａ、および／または送信機モジュール５２０－ａを含み得る。いくつかの実
施形態では、デバイス５０５－ａの１つまたは複数の態様は、プロセッサである。
【０１１７】
　[0125]コントローラモジュール５１５－ａは、決定モジュール５３０および／または構
成モジュール５４０を含み得る。決定モジュール５３０は、受信制限ＵＥ１１５の一態様
であり得、デバイス５０５－ａにおいて受信されるブロードキャストチャネルに関する受
信時間を特定するように構成され得る。いくつかの実施形態では、決定モジュール５３０
は、システム情報を復号することによって受信時間を特定する。構成モジュール５３０は
、受信機モジュール５１０－ａとともに、受信時間において、デバイス５０５－ａにおい
て受信されたユニキャストチャネルを復号することを－たとえば、受信時間がブロードキ
ャストチャネルのためのものであると特定することに基づいて、控えるように構成され得
る。受信機モジュール５１０－ａはまた、バンドルされ得、ＳＩＢおよび／またはＰＢＣ
Ｈを含み得る、ブロードキャストチャネルを受信するように構成され得る。
【０１１８】
　[0126]他の実施形態では、決定モジュール５３０は、デバイス５０５－ａから送信され
るデータの受信者として特定されたＵＥ１１５のカテゴリーを決定するように構成される
。この決定は、受信機モジュール５１０－ａによって受信されて決定モジュール５３０に
伝達されたＵＣＩに基づき得る。構成モジュール５４０はまた、送信機モジュール５２０
－ａとともに、ブロードキャスト時間中にＵＥ１１５へユニキャストデータを送信するこ
とを－たとえば、ＵＥ１１５のカテゴリーを決定することに基づいて、控えるように構成
され得る。送信機モジュール５２０－ａはまた、バンドルされ得、ＳＩＢおよび／または
ＰＢＣＨを含み得る、ブロードキャストチャネルを送信するように構成され得る。
【０１１９】
　[0127]いくつかの実施形態では、ブロードキャストチャネルを用いて送信されたＣＣを
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含む、１つまたは複数のＣＣが、変動するレベルのチャネル反復を含むカバレージ拡張技
法を用いて送信される。決定モジュール５３０は、ＵＥのカテゴリーに従って、反復レベ
ルに基づいて、反復長さを決定するように構成され得る。たとえば、デバイス５０５－ａ
が受信制限ＵＥ１１５の一態様である場合、決定モジュールは、ＵＥ１１５のカテゴリー
（たとえば、受信制限）に従って、低、中、および高反復レベルに関連付けられた反復長
さを決定するように構成され得る。
【０１２０】
　[0128]追加または代替として、決定モジュール５３０は、受信および／または送信され
たＣＣがカバレージ拡張（たとえば、バンドリング）を含むか否かにかかわらず、または
それに基づいて、ＤＬ　ＨＡＲＱタイミングを特定するように構成され得る。いくつかの
実施形態では、決定モジュール５３０は、受信および／または送信されたＣＣがカバレー
ジ拡張（たとえば、バンドリング）を含むか否かにかかわらず、またはそれに基づいて、
ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングを決定するように構成される。他の場合には、決定モジュール
５３０は、受信および／または送信されたＣＣがバンドルされた制御チャネルを含むか、
バンドルされない制御チャネルを含むかに基づいて、ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングを決定す
るように構成される。
【０１２１】
　[0129]図５Ｃは、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のために構
成されたデバイス５０５－ｂのブロック図５００－ｂを示す。デバイス５０５－ｂは、図
５Ａおよび図５Ｂのデバイス５０５の一例であり得、デバイス５０５－ｂは、同じまたは
同様の機能を実行するように構成され得る。デバイス５０５－ｂは、各々が互いに通信し
得、図５Ａおよび図５Ｂの対応するモジュールの例であり得る、受信機モジュール５１０
－ｂ、コントローラモジュール５１５－ｂ、および／または送信機モジュール５２０－ｂ
を含み得る。コントローラモジュール５１５－ｂの様々なサブモジュールの各々もまた、
互いに通信し得る。いくつかの実施形態では、デバイス５０５－ｂの１つまたは複数の態
様は、プロセッサである。
【０１２２】
　[0130]決定モジュール５３０－ａは、測定モジュール５５０および／または選択モジュ
ール５６０を含み得る。測定モジュールは、１つまたは複数のＣＣのＰＬを測定するよう
に構成され得る。選択モジュール５６０は、測定されたＰＬに基づいて、受信および／ま
たは送信するためのＣＣを選択するように構成され得る。いくつかの実施形態では、選択
モジュール５６０は、基地局１０５へのＵＥ１１５の初期アクセスのためのＣＣを選択す
るように構成される。他の実施形態では、選択モジュール５６０は、送信機モジュール５
２０－ａとともに、測定されたＰＬに基づいて、ＰＣｅｌｌのための好ましいＣＣを選択
するように構成される。選択モジュール５６０および送信機モジュール５２０－ａの組合
せは、基地局１０５へ、示唆されたＰＣｅｌｌとともにフィードバックを送信するように
さらに構成され得る。
【０１２３】
　[0131]いくつかの実施形態では、受信機モジュール５１０－ｂは、示唆されたＰＣｅｌ
ｌについてのフィードバックを受信するように構成される。そのような場合、選択モジュ
ール５６０は、フィードバックに基づいてＣＣを選択するように構成され得、構成モジュ
ール５４０－ａは可能であり、選択モジュール５６０による選択に基づいて、ＣＣをＰＣ
ｅｌｌとして構成するように配置され得る。
【０１２４】
　[0132]他の実施形態では、決定モジュール５３０－ａは、電力および／または次元制限
を補うために、１つまたは複数のＣＣをドロップするように構成される。たとえば、測定
モジュール５５０は、電力および／または次元制限を測定するように、ならびに、いつ制
限がしきい値を下回るかを決定するように構成され得る。選択モジュール５６０は、送信
機モジュール５２０－ａとともに、制限がしきい値を下回るとき、ＣＣの送信を中止する
ように構成され得る。場合によっては、選択モジュール５６０および送信機モジュール５
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２０－ａは、初期送信に基づいて、ＣＣの送信を中止することを決定する。そのような場
合、それにおいて初期送信が発生したＣＣが優先度を有し得る。他の場合には、選択モジ
ュール５６０および送信機モジュール５２０－ａは、各構成されたＣＣのカバレージ拡張
必要性に基づいて、ＣＣの送信を中止することを決定し得る。たとえば、送信は、最小の
カバレージ拡張必要性を有するＣＣにおいて中止され得る。または、送信は、最大のカバ
レージ拡張必要性を有するＣＣにおいて中止され得る。さらに他の場合には、選択モジュ
ール５６０および送信機モジュール５２０－ａは、どのＣＣがＰＣｅｌｌであるかに基づ
いて、ＣＣの送信を中止するように構成され得る。そのような場合、決定モジュール５３
０－ａは、ＰＣｅｌｌおよび／またはＳＣｅｌｌを特定するように構成され得る。
【０１２５】
　[0133]いくつかの実施形態では、構成モジュール５４０－ａは、区分モジュール５７０
を含む。区分モジュール５７０は、コントローラモジュール５１５－ｂおよび／または受
信機モジュール５１０－ｂの一態様であり得る、ソフトバッファを区分するように構成さ
れ得る。場合によっては、区分モジュール５７０は、各ＣＣについて等しくソフトバッフ
ァを区分するように構成される。他の例では、区分モジュール５７０は、ＣＣの各々のた
めのＨＡＲＱプロセスの数に基づいて、ソフトバッファを区分するように構成される。い
ずれの場合も、各ＣＣのためのＨＡＲＱプロセスの数は同じであっても異なってもよい。
【０１２６】
　[0134]追加または代替として、構成モジュール５４０－ａは、割振りモジュール５８０
を含み得る。割振りモジュール５４０－ａは、制御チャネルおよび／またはデータチャネ
ルを異なるＣＣに割り振るように構成され得る。たとえば、複数のＣＣが、バンドリング
などのカバレージ拡張を含む場合、割振りモジュール５８０は、すべての制御チャネルを
、最小のカバレージ拡張必要性をもつＣＣ－たとえば、最小のバンドリングを有するＣＣ
に割り振るように構成され得る。割振りモジュール５８０はまた、データチャネルを１つ
または複数のＣＣに割り振るように構成され得る。送信機モジュール５２０－ａは、割振
りに従って、ＣＣを送信するように構成され得る。
【０１２７】
　[0135]いくつかの実施形態では、構成モジュール５４０－ａは、限定モジュール５９０
を含む。限定モジュール５９０は、ＣＣを共通（たとえば、同じ）数のＨＡＲＱプロセス
に限定するように構成され得る。限定することは、たとえば、ＣＣがカバレージ拡張技法
に従って送信されるか否かに基づき得る。したがって、限定モジュール５９０は、ＣＣが
任意のカバレージ拡張技法を採用する場合、ＣＣを一定数のＨＡＲＱプロセスに限定する
ように構成され得る。送信機モジュール５２０－ａは、構成モジュール５４０－ａととも
に、限定数のＨＡＲＱプロセスと限定されない数のＨＡＲＱプロセスの両方とともにＣＣ
を送信するように構成され得る。
【０１２８】
　[0136]デバイス５０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
において実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
とともに、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的には、それらの機能は、１つまた
は複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行
され得る。他の実施形態では、当技術分野において知られている任意の方式でプログラム
され得る、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳ
ＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩ
Ｃ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複
数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、
メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１２９】
　[0137]次に図６を参照すると、示されているのは、様々な実施形態による、カバレージ
拡張技法の有効な展開のために構成されたＵＥ１１５－ｄのブロック図６００である。Ｕ
Ｅ１１５－ｄは、ＭＴＣデバイスおよび／または受信制限ＵＥであり得る。他の例では、
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ＵＥ１１５－ｄは、パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネ
ットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、スマ
ートフォン、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネットアプライアンス、ゲー
ムコンソール、電子リーダーなどのような、様々な構成のいずれかを有し得る。ＵＥ１１
５－ｄは、モバイル動作を容易にするために、小型バッテリーなどの内部電源（図示され
ず）を有し得る。いくつかの実施形態では、ＵＥ１１５－ｄは、図１、図３、および図４
のＵＥ１１５の一例であり得る。
【０１３０】
　[0138]ＵＥ１１５－ｄは、概して、通信を送信するための構成要素と通信を受信するた
めの構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。ＵＥ
１１５－ｄは、アンテナ６０５と、トランシーバモジュール６１０と、プロセッサモジュ
ール６７０と、（ソフトウェア（ＳＷ）６８５を含む）メモリ６８０とを含み得、それら
は、それぞれ（たとえば、１つまたは複数のバス６９０を介して）直接または間接的に互
いに通信し得る。トランシーバモジュール６１０は、上記で説明されたように、１つまた
は複数のネットワークと、アンテナ６４５および／または１つもしくは複数のワイヤード
もしくはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信するように構成され得る。たとえば、
トランシーバモジュール６１０は、図１の基地局１０５と双方向に通信するように構成さ
れ得る。トランシーバモジュール６１０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送
信のためにアンテナ６０５に与え、アンテナ６０５から受信されたパケットを復調するよ
うに構成されたモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは単一のアンテナ６０５を含み得るが
、ＵＥ１１５－ｃは、複数のワイヤレス送信を同時に送信および／または受信することが
可能な複数のアンテナ６０５を有し得る。トランシーバモジュール６１０は、複数のＣＣ
を介して複数の基地局１０５と同時に通信することが可能であり得る。
【０１３１】
　[0139]メモリ６８０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）とを含み得る。メモリ６８０は、実行されるとプロセッサモジュール６７０に本明細
書で説明される様々な機能（たとえば、受信タイミングを特定すること、チャネルの優先
度を付けること、ＣＣの優先度を付けること、バッファを区分することなど）を実行させ
るように構成される命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウ
ェア／ファームウェアコード６８５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウ
ェアコード６８５は、プロセッサモジュール６７０によって直接的に実行可能ではないこ
とがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）コンピュータに本明細書で説明
される機能を実行させるように構成され得る。
【０１３２】
　[0140]プロセッサモジュール６７０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）などを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、マイクロフォンを介してオーディオを受信
し、そのオーディオを、受信されたオーディオを表す（たとえば、長さ２０ｍｓ、長さ３
０ｍｓなどの）パケットに変換し、そのオーディオパケットをトランシーバモジュール６
１０に与え、ユーザが話しているかどうかの指示を与えるように構成された、音声エンコ
ーダ（図示されず）を含み得る。
【０１３３】
　[0141]図６のアーキテクチャによれば、ＵＥ１１５－ｄは、決定モジュール５３０－ｂ
および／または構成モジュール５４０－ｂをさらに含み得、それらは、図５Ｂおよび図５
Ｃの決定モジュール５３０および構成モジュール５４０と実質的に同じであり得る。場合
によっては、決定モジュール５３０－ｂは、図５Ｃに関して説明されたモジュール５５０
および５６０の機能を実行するように構成され、構成モジュール５４０－ｂは、図５Ｃに
関して説明されたモジュール５７０、５８０、および／または５９０の機能を実行するよ
うに構成され得る。例として、決定モジュール５３０－ｂおよび／または構成モジュール
５４０－ｂは、バス６９０を介してＵＥ１１５－ｄの他の構成要素の一部または全部と通
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信しているＵＥ１１５－ｄの構成要素であり得る。代替的に、これらのモジュールの機能
は、トランシーバモジュール６１０の構成要素として、コンピュータプログラム製品とし
て、および／またはプロセッサモジュール６７０の１つもしくは複数のコントローラ要素
として実装され得る。
【０１３４】
　[0142]次に、図７は、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のため
に構成された例示的なシステム７００のブロック図を示す。このシステム７００は、図１
、図３、および図４に示されたシステム１００、３００、および／または４００の態様の
一例であり得る。システム７００は、ワイヤレス通信リンク１２５を介したＵＥ１１５と
の通信のために構成されたｅＮＢ１０５－ｄを含む。ｅＮＢ１０５－ｄは、他の基地局（
図示されず）から通信リンク１２５を受信することが可能であり得る。ｅＮＢ１０５－ｄ
は、たとえば、図１、図３、および図４に示されているようなｅＮＢ１０５であり得る。
【０１３５】
　[0143]場合によっては、ｅＮＢ１０５－ｄは、１つまたは複数のワイヤードバックホー
ルリンクを有し得る。ｅＮＢ１０５－ｄは、コアネットワーク１３０－ａへのワイヤード
バックホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有するマクロｅＮＢ１０
５であり得る。ｅＮＢ１０５－ｄはまた、基地局間の通信リンク（たとえば、Ｘ２インタ
ーフェースなど）を介して、基地局１０５－ｍおよび基地局１０５－ｎなどの他の基地局
と通信し得る。基地局１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用して
、ＵＥ１１５と通信し得る。場合によっては、ｅＮＢ１０５－ｄは、基地局通信モジュー
ル７１５を利用して、１０５－ｍおよび／または１０５－ｎなどの他の基地局と通信し得
る。いくつかの実施形態では、基地局通信モジュール７１５は、基地局１０５のいくつか
の間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内でＸ２
インターフェースを提供し得る。いくつか実施形態では、ｅＮＢ１０５－ｄは、コアネッ
トワーク１３０－ａを通じて他の基地局と通信し得る。場合によっては、ｅＮＢ１０５－
ｄは、ネットワーク通信モジュール７６５を通じてコアネットワーク１３０－ａと通信し
得る。
【０１３６】
　[0144]ｅＮＢ１０５－ｄのための構成要素は、図１、図３、および図４の基地局１０５
、ならびに／または図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃのデバイス５０５に関して上記で説明
された態様を実装するように構成され得る。たとえば、ｅＮＢ１０５－ｄは、第１のカバ
レージ拡張技法に従って送信された第１のＣＣを受信することと、第２のカバレージ拡張
技法に従って送信された第２のＣＣを受信することとを行うように構成され得る。追加ま
たは代替として、ｅＮＢ１０５－ｄは、第１のカバレージ拡張技法に従って第１のＣＣを
送信することと、第２のカバレージ拡張技法に従って第２のＣＣを送信することとを行う
ように構成され得る。ｅＮＢ１０５－ｄは、異なるカバレージ拡張技法を採用し得る様々
なＣＣを構成することが可能であり得る。
【０１３７】
　[0145]基地局１０５－ｄは、アンテナ７４５と、トランシーバモジュール７５０と、プ
ロセッサモジュール７６０と、（ソフトウェア（ＳＷ）７７５を含む）メモリ７７０とを
含み得、各々は、（たとえば、バスシステム７８０を介して）直接または間接的に互いに
通信し得る。トランシーバモジュール７５０は、アンテナ７４５を介して、異なるカテゴ
リーのＵＥであり得るＵＥ１１５と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ
モジュール７５０（および／またはｅＮＢ１０５－ｄの他の構成要素）は、１つまたは複
数の他の基地局（図示されず）と、アンテナ７４５を介して双方向に通信するようにも構
成され得る。トランシーバモジュール７５０は、パケットを変調し、変調されたパケット
を送信のためにアンテナ７４５に与え、アンテナ７４５から受信されたパケットを復調す
るように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｄは、各々が１つまたは複数の関
連するアンテナ７４５をもつ複数のトランシーバモジュール７５０を含み得る。
【０１３８】
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　[0146]メモリ７７０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用（ＲＯＭ）と
を含み得る。メモリ７７０はまた、実行されるとプロセッサモジュール７６０に本明細書
で説明される様々な機能（たとえば、電力決定、呼処理、データベース管理、メッセージ
ルーティングなど）を実行させるように構成される命令を含んでいるコンピュータ可読、
コンピュータ実行可能ソフトウェアコード７７５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア
７７５は、プロセッサモジュール７６０によって直接的に実行可能ではないことがあるが
、たとえば、コンパイルされ実行されると、コンピュータに本明細書で説明される機能を
実行させるように構成され得る。
【０１３９】
　[0147]プロセッサモジュール７６０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）などを含み得る。プロセッサモジュール７６０は、エンコーダ、キュー処理モジ
ュール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（
ＤＳＰ）などのような、様々な専用プロセッサを含み得る。
【０１４０】
　[0148]図７のアーキテクチャによれば、ｅＮＢ１０５－ｄは、通信管理モジュール７４
０をさらに含み得る。通信管理モジュール７４０は、他の基地局１０５との通信を管理し
得る。通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働して、ＵＥ１１５との通信を制御
するためのコントローラおよび／またはスケジューラを含み得る。たとえば、通信管理モ
ジュール７４０は、ＵＥ１１５への、ＣＣのクロスキャリアスケジューリングを含む、送
信のためのスケジューリング、ならびに／または、ビームフォーミングおよび／もしくは
ジョイント送信のような様々な干渉軽減技法を実行し得る。
【０１４１】
　[0149]追加または代替として、ｅＮＢ１０５－ｄは、図５Ｂおよび図５Ｃに関して説明
されたモジュール５３０と実質的に同じに構成され得る決定モジュール５３０－ｃを含み
得る。場合によっては、決定モジュール５３０－ｃは、図５Ｃに関して説明されたモジュ
ール５５０および／または５６０の機能を実行するように構成され、構成モジュール５４
０－ｃは、図５Ｃに関して説明されたモジュール５７０、５８０、および／または５９０
の機能を実行するように構成され得る。いくつかの実施形態では、決定モジュール５３０
－ｃおよび／または構成モジュール５４０－ｃは、バス５７０を介してｅＮＢ１０５－ｄ
の他の構成要素の一部または全部と通信しているｅＮＢ１０５－ｄの構成要素である。代
替的に、決定モジュール５３０－ｃおよび／または構成モジュール５４０－ｃの機能は、
トランシーバモジュール７５０の構成要素として、コンピュータプログラム製品として、
プロセッサモジュール７６０の１つもしくは複数のコントローラ要素として、および／ま
たは通信管理モジュール７４０の要素として実装され得る。
【０１４２】
　[0150]図８では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方
法８００のフローチャートが示されている。方法８００は、先行する図のＵＥ１１５のう
ちの１つまたは複数によって実施され得る。追加または代替として、方法８００の動作は
、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された受信機モジュール５１０、コントロ
ーラモジュール５１５、および／または送信機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１４３】
　[0151]ブロック８０５で、この方法は、ＵＥにおいて受信されるブロードキャストチャ
ネルに関する受信時間を特定することを含み得る。ブロック８１０で、この方法は、ＵＥ
において、ＳＩＢおよび／またはＰＢＣＨを含むブロードキャストチャネルを受信するこ
とを伴い得る。いくつかの実施形態では、ブロック８１５で、この方法は、受信時間にお
いて、ＵＥにおいて受信されたユニキャストチャネルを復号することを控えることを含み
得る。
【０１４４】
　[0152]図９では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための方
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法９００のフローチャートが示されている。方法９００は、先行する図の基地局１０５の
うちの１つまたは複数によって実施され得る。追加または代替として、方法９００の動作
は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された受信機モジュール５１０、コント
ローラモジュール５１５、および／または送信機モジュール５２０によって実行され得る
。
【０１４５】
　[0153]ブロック９０５で、この方法は、基地局から送信されるデータの受信者として特
定されたＵＥのカテゴリーを決定することを含み得る。ブロック９１０で、この方法は、
基地局から、ＳＩＢおよび／またはＰＢＣＨを含むブロードキャストチャネルを送信する
ことを含み得る。いくつかの実施形態では、ブロック９１５で、この方法は、ブロードキ
ャスト時間中にＵＥへユニキャストデータを送信することを控えることを含み得る。
【０１４６】
　[0154]次に、図１０では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開の
ための方法１０００のフローチャートが示されている。方法１０００は、先行する図のＵ
Ｅ１１５および／または基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。追
加または代替として、方法１０００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説
明された受信機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送信
機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１４７】
　[0155]ブロック１００５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って送信され
た第１のＣＣを受信することを含み得る。追加として、ブロック１０１０で、この方法は
、第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のＣＣを受信すること、第２のカバ
レージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。
【０１４８】
　[0156]第１のＣＣおよび第２のＣＣは、カバレージ拡張のために個々に構成され得る。
いくつかの実施形態では、第２のＣＣは、第１のＣＣからクロスキャリアスケジュールさ
れ、第２のカバレージ拡張技法は、バンドリングを含む。他の実施形態では、第１のカバ
レージ拡張技法および第２のカバレージ拡張技法は、両方ともバンドリングを含む。その
ような場合、すべての制御チャネルが、最小のバンドリングを有するＣＣに割り振られ得
る。追加または代替として、データチャネルが両方のＣＣに割り振られ得る。
【０１４９】
　[0157]いくつかの実施形態では、第１のカバレージ拡張技法および第２のカバレージ拡
張技法のうちの一方または両方は、チャネル反復を含む。チャネル反復の長さは、ＵＥの
カテゴリーに基づいて、ＵＥによって解釈され得る。そのような場合、第１のＣＣと第２
のＣＣのいずれかまたは両方は、ブロードキャストチャネルを含み得る。
【０１５０】
　[0158]図１１では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１１００のフローチャートが示されている。方法１１００は、方法１０００の一例で
あり得、方法１１００は、先行する図のＵＥ１１５および／または基地局１０５のうちの
１つまたは複数によって実施され得る。追加または代替として、方法１１００の動作は、
図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された受信機モジュール５１０、コントロー
ラモジュール５１５、および／または送信機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１５１】
　[0159]ブロック１１０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って送信され
た第１のＣＣを受信することを含み得る。追加として、ブロック１１１０で、この方法は
、第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のＣＣを受信すること、第２のカバ
レージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。ブロック１１１５
で、この方法は、第１のＣＣおよび第２のＣＣのＰＬを測定することを含み得る。様々な
実施形態では、この方法は、ブロック１１２０－ａに示されているように、初期アクセス
のために、測定されたＰＬに基づいて、第１のＣＣまたは第２のＣＣを選択することを含
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み得る。または、この方法は、ブロック１１２０－ｂに示されているように、測定された
ＰＬに基づいて、示唆されたＰＣｅｌｌを含むフィードバックを送信することを含み得る
。
【０１５２】
　[0160]図１２では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１２００のフローチャートが示されている。方法１２００は、方法１０００および／
または１１００の一例であり得、方法１２００は、先行する図のＵＥ１１５および／また
は基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。追加または代替として、
方法１２００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された受信機モジュ
ール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送信機モジュール５２０に
よって実行され得る。
【０１５３】
　[0161]ブロック１２０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って送信され
た第１のＣＣを受信することを含み得る。追加として、ブロック１２１０で、この方法は
、第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のＣＣを受信すること、第２のカバ
レージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。様々な実施形態で
は、この方法は、ブロック１２１５－ａに示されているように、ＣＣについて等しくソフ
トバッファを区分することを含み得る。または、この方法は、ブロック１２１５－ｂに示
されているように、ＣＣの各々のためのＨＡＲＱプロセスの数に基づいて、ソフトバッフ
ァを区分することを含み得る。
【０１５４】
　[0162]図１３では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１３００のフローチャートが示されている。方法１３００は、方法１０００、１１０
０、および／または１２００の一例であり得、方法１３００は、先行する図のＵＥ１１５
および／または基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。追加または
代替として、方法１３００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された
受信機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送信機モジュ
ール５２０によって実行され得る。
【０１５５】
　[0163]ブロック１３０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って送信され
た第１のＣＣを受信することを含み得る。追加として、ブロック１３１０で、この方法は
、第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のＣＣを受信すること、第２のカバ
レージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。この方法はまた、
ブロック１３１５で、カバレージ拡張なしで送信された第３のＣＣを受信することを含み
得る。第３のＣＣは、限定されない数のＨＡＲＱプロセスとともに構成され得るが、一方
、第１のＣＣおよび第２のＣＣは、共通数のＨＡＲＱプロセスとともに構成され得る。
【０１５６】
　[0164]図１４では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１４００のフローチャートが示されている。方法１４００は、方法１０００、１１０
０、１２００、および／または１３００の一例であり得、方法１４００は、先行する図の
ＵＥ１１５および／または基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。
追加または代替として、方法１４００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して
説明された受信機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送
信機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１５７】
　[0165]ブロック１４０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って送信され
た第１のＣＣを受信することを含み得る。追加として、ブロック１４１０で、この方法は
、第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のＣＣを受信すること、第２のカバ
レージ拡張技法が第１のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。この方法はまた、
ブロック１４１５－ａで、第１のＣＣがバンドルされた制御チャネルを含むか、バンドル
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されない制御チャネルを含むかにかかわらず、ＤＬ　ＨＡＲＱタイミングを特定すること
を含み得、または、この方法は、ブロック１４１５－ｂで、第１のＣＣがバンドルされた
制御チャネルを含むか、バンドルされない制御チャネルを含むかに基づいて、ＤＬ　ＨＡ
ＲＱタイミングを特定することを含み得る。
【０１５８】
　[0166]次に、図１５では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開の
ための方法１５００のフローチャートが示されている。方法１５００は、先行する図のＵ
Ｅ１１５および／または基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。追
加または代替として、方法１５００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説
明された受信機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送信
機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１５９】
　[0167]ブロック１５０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って第１のＣ
Ｃを送信することを含み得る。追加として、ブロック１５１０で、この方法は、第２のカ
バレージ拡張技法に従って第２のＣＣを送信すること、第２のカバレージ拡張技法が第１
のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。
【０１６０】
　[0168]第１のＣＣおよび第２のＣＣは、カバレージ拡張のために個々に構成され得る。
いくつかの実施形態では、第２のＣＣは、第１のＣＣからクロスキャリアスケジュールさ
れ、第２のカバレージ拡張技法は、バンドリングを含む。いくつかの実施形態では、第１
のカバレージ拡張技法および第２のカバレージ拡張技法のうちの一方または両方は、チャ
ネル反復を含む。チャネル反復の長さは、ＵＥのカテゴリーに基づいて、ＵＥによって解
釈され得る。そのような場合、第１のＣＣと第２のＣＣのいずれかまたは両方は、ブロー
ドキャストチャネルを含み得る。
【０１６１】
　[0169]図１６では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１６００のフローチャートが示されている。方法１６００は、方法１５００の一例で
あり得、方法１６００は、先行する図のＵＥ１１５および／または基地局１０５のうちの
１つまたは複数によって実施され得る。追加または代替として、方法１６００の動作は、
図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された受信機モジュール５１０、コントロー
ラモジュール５１５、および／または送信機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１６２】
　[0170]ブロック１６０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って第１のＣ
Ｃを送信することを含み得る。追加として、ブロック１６１０で、この方法は、第２のカ
バレージ拡張技法に従って第２のＣＣを送信すること、第２のカバレージ拡張技法が第１
のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。ブロック１６１５で、この方法は、示唆
されたＰＣｅｌｌを含むフィードバックを受信することを含み得る。ブロック１６２０で
、この方法は、受信されたフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、第１のＣＣま
たは第２のＣＣをＰＣｅｌｌとして構成することを伴い得る。
【０１６３】
　[0171]図１７では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１７００のフローチャートが示されている。方法１７００は、方法１５００および／
または１６００の一例であり得、方法１７００は、先行する図のＵＥ１１５および／また
は基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。追加または代替として、
方法１７００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された受信機モジュ
ール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送信機モジュール５２０に
よって実行され得る。
【０１６４】
　[0172]ブロック１７０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って第１のＣ
Ｃを送信することを含み得る。追加として、ブロック１７１０で、この方法は、第２のカ
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バレージ拡張技法に従って第２のＣＣを送信すること、第２のカバレージ拡張技法が第１
のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。ブロック１７１５で、この方法は、第１
のＣＣと第２のＣＣとを、同数のＨＡＲＱプロセスに限定することを含み得る。次いで、
ブロック１７２０で、この方法は、カバレージ拡張なしの、および限定されない数のＨＡ
ＲＱプロセスとともに構成された、第３のＣＣを送信することを伴い得る。
【０１６５】
　[0173]図１８では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１８００のフローチャートが示されている。方法１８００は、方法１５００、１６０
０、および／または１７００の一例であり得、方法１８００は、先行する図のＵＥ１１５
および／または基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。追加または
代替として、方法１８００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して説明された
受信機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送信機モジュ
ール５２０によって実行され得る。
【０１６６】
　[0174]ブロック１８０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って第１のＣ
Ｃを送信することを含み得る。追加として、ブロック１８１０で、この方法は、第２のカ
バレージ拡張技法に従って第２のＣＣを送信すること、第２のカバレージ拡張技法が第１
のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。ブロック１８１５で、この方法は、すべ
ての制御チャネルを、最小のバンドリングを有するＣＣに割り振ることを含み得る。いく
つかの実施形態では、ブロック１８２０で、この方法は、データチャネルを両方のＣＣに
割り振ることを伴い得る。
【０１６７】
　[0175]図１９では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法１９００のフローチャートが示されている。方法１７００は、方法１５００、１６０
０、１７００、および／または１８００の一例であり得、方法１７００は、先行する図の
ＵＥ１１５および／または基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施され得る。
追加または代替として、方法１９００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５Ｃに関して
説明された受信機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および／または送
信機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１６８】
　[0176]ブロック１９０５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って第１のＣ
Ｃを送信することを含み得る。追加として、ブロック１９１０で、この方法は、第２のカ
バレージ拡張技法に従って第２のＣＣを送信すること、第２のカバレージ拡張技法が第１
のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。様々な実施形態では、この方法は、ブロ
ック１９１５－ａに示されているように、第１のＣＣがバンドルされた制御チャネルを含
むか、バンドルされない制御チャネルを含むかにかかわらず、ＵＬ　ＨＡＲＱタイミング
を決定することを含み得る。または、この方法は、ブロック１９１５－ｂに示されている
ように、第１のＣＣがバンドルされた制御チャネルを含むか、バンドルされない制御チャ
ネルを含むかに基づいて、ＵＬ　ＨＡＲＱタイミングを決定することを含み得る。
【０１６９】
　[0177]図２０では、様々な実施形態による、カバレージ拡張技法の有効な展開のための
方法２０００のフローチャートが示されている。方法２０００は、方法１５００、１６０
０、１７００、１８００、および／または１９００の一例であり得、方法２０００は、先
行する図のＵＥ１１５および／または基地局１０５のうちの１つまたは複数によって実施
され得る。追加または代替として、方法２０００の動作は、図５Ａ、図５Ｂ、および図５
Ｃに関して説明された受信機モジュール５１０、コントローラモジュール５１５、および
／または送信機モジュール５２０によって実行され得る。
【０１７０】
　[0178]ブロック２００５で、この方法は、第１のカバレージ拡張技法に従って第１のＣ
Ｃを送信することを含み得る。追加として、ブロック２０１０で、この方法は、第２のカ
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バレージ拡張技法に従って第２のＣＣを送信すること、第２のカバレージ拡張技法が第１
のカバレージ拡張技法とは異なる、を伴い得る。様々な実施形態では、この方法は、電力
制限または次元制限がしきい値を下回るとき、第１のＣＣまたは第２のＣＣの送信を中止
することを決定することを含み得る。ブロック１９１５－ａに示されているように、決定
することは、初期送信に基づき得る。または、ブロック１９１５－ｂに示されているよう
に、決定することは、カバレージ拡張必要性に基づき得る。または、ブロック１９１５－
ｃに示されているように、決定することは、どのＣＣがＰＣｅｌｌであるかに基づき得る
。
【０１７１】
　[0179]方法８００、９００、１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、１
５００、１６００、１７００、１８００、１９００、および２０００が、本明細書で説明
されるツールおよび技法の例示的な実装形態であることは、当業者には認識されよう。本
方法は、より多いまたはより少ないステップで実行され得、ステップは、示された以外の
順序で実行され得る。
【０１７２】
　[0180]添付の図面に関して上記に記載された発明を実施するための形態は、例示的な実
施形態について説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみ
を表すものではない。発明を実施するための形態は、説明される技法の理解をもたらすた
めの具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施さ
れ得る。いくつかの事例では、説明される実施形態の概念を不明瞭にしないように、よく
知られている構造およびデバイスがブロック図の形式で示される。
【０１７３】
　[0181]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、
光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１７４】
　[0182]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、また
は本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せによって
実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替では
、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または
ステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、
たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコ
アと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成
として実装され得る。
【０１７５】
　[0183]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の範
囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は
、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのい
ずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装す
る特徴はまた、異なる物理的ロケーションにおいて機能の部分が実装されるように分散さ
れることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて
、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」ある
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いは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または
」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢま
たはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）
を意味するような選言的列挙を示す。
【０１７６】
　[0184]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両
方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利
用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎
用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得
る、任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ば
れる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無
線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用さ
れるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディス
ク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ
（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁
気的に再生し、一方、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記
の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１７７】
　[0185]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にする
ために与えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書で
定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適
用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例または
一事例を示すものであり、言及された例についていかなる選好も暗示せず、または必要と
しない。したがって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定されるべきで
なく、本明細書で開示される原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられる
べきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　制限された同時受信能力をもつユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であ
って、
　前記ＵＥにおいて受信されるブロードキャストチャネルに関する受信時間を特定するこ
とと、
　前記特定に少なくとも部分的に基づいて、前記受信時間において、前記ＵＥにおいて受
信されたユニキャストチャネルを復号することを控えることとを備える方法。
［Ｃ２］
　前記ＵＥにおいて、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロードキャストチャ
ネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを備えるブロードキャストチャネルを受信する
ことをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ブロードキャストチャネルが、バンドルされたブロードキャストチャネルを備える
、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
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　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のカバレージ拡張技法に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信す
ることと、
　第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受信す
ることと、ここにおいて、前記第２のカバレージ拡張技法が前記第１のカバレージ拡張技
法とは異なる、を備える方法。
［Ｃ５］
　前記第１のカバレージ拡張技法および前記第２のカバレージ拡張技法が、バンドリング
をそれぞれ備え、ここにおいて、前記第１のカバレージ拡張技法と前記第２のカバレージ
拡張技法との間の違いが、バンドリングサイズの違いを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの経路損
失を測定することと、
　初期アクセスのために、前記測定された経路損失に基づいて、前記第１のコンポーネン
トキャリアまたは前記第２のコンポーネントキャリアを選択することとをさらに備える、
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの経路損
失を測定することと、
　前記測定された経路損失に基づいて、フィードバックを送信することと、前記フィード
バックが、示唆された１次セル（ＰＣｅｌｌ）を備える、をさらに備える、Ｃ４に記載の
方法。
［Ｃ８］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアについて
、等しくソフトバッファを区分すること、ここにおいて、ハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）プロセスの数またはバンドリング長さが、前記第１のコンポーネントキャリアお
よび前記第２のコンポーネントキャリアの各々について異なる、をさらに備える、Ｃ４に
記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの各々の
ためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスの数またはバンドリング長さに基
づいて、ソフトバッファを区分すること、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセスの数また
は前記バンドリング長さが、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポ
ーネントキャリアの各々について異なる、をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアが、前記
ＵＥにおいて受信された複数のコンポーネントキャリアのサブセットに属し、ここにおい
て、前記サブセットの各コンポーネントキャリアが、カバレージ拡張を必要とし、同数の
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに限定される、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記方法が、
　カバレージ拡張なしで送信された第３のコンポーネントキャリアを受信すること、ここ
において、前記第３のコンポーネントキャリアが、限定されない数のハイブリッド自動再
送要求（ＨＡＲＱ）プロセスとともに構成されるをさらに備え、
　ここにおいて、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキ
ャリアが両方とも、使用されるカバレージ拡張技法のタイプに基づいて、限定数の（ＨＡ
ＲＱ）プロセスとともに構成される、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１のカバレージ拡張技法および前記第２のカバレージ拡張技法が、バンドリング
をそれぞれ備え、
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　すべての制御チャネルが、最小のバンドリングを有する前記コンポーネントキャリアに
割り振られる、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１のコンポーネントキャリアがバンドルされた制御チャネルを備えるか、バンド
ルされない制御チャネルを備えるかに基づいて、ダウンリンク（ＤＬ）ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）タイミングを特定することをさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１のカバレージ拡張技法または前記第２のカバレージ拡張技法のうちの少なくと
も１つが、チャネル反復を備え、
　前記チャネル反復の長さが、前記ＵＥのカテゴリーに基づいて、前記ＵＥによって解釈
される、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のコンポーネントキャリアまたは前記第２のコンポーネントキャリアのうちの
少なくとも１つが、ブロードキャストチャネルを備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　制限された同時受信能力をもつユーザ機器（ＵＥ）からのワイヤレス通信のための装置
であって、
　前記ＵＥにおいて受信されるブロードキャストチャネルに関する受信時間を特定するた
めの手段と、
　前記特定に少なくとも部分的に基づいて、前記受信時間において、前記ＵＥにおいて受
信されたユニキャストチャネルを復号することを控えるための手段とを備える装置。
［Ｃ１７］
　前記ＵＥにおいて、システム情報ブロック（ＳＩＢ）または物理ブロードキャストチャ
ネル（ＰＢＣＨ）のうちの少なくとも１つを備えるブロードキャストチャネルを受信する
ための手段をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記ブロードキャストチャネルが、バンドルされたブロードキャストチャネルを備える
、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のカバレージ拡張技法に従って送信された第１のコンポーネントキャリアを受信す
るための手段と、
　第２のカバレージ拡張技法に従って送信された第２のコンポーネントキャリアを受信す
るための手段と、ここにおいて、前記第２のカバレージ拡張技法が前記第１のカバレージ
拡張技法とは異なる、を備える装置。
［Ｃ２０］
　前記第１のカバレージ拡張技法および前記第２のカバレージ拡張技法が、バンドリング
をそれぞれ備え、ここにおいて、前記第１のカバレージ拡張技法と前記第２のカバレージ
拡張技法との間の違いが、バンドリングサイズの違いを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの経路損
失を測定するための手段と、
　初期アクセスのために、前記測定された経路損失に基づいて、前記第１のコンポーネン
トキャリアまたは前記第２のコンポーネントキャリアを選択するための手段とをさらに備
える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの経路損
失を測定するための手段と、
　前記測定された経路損失に基づいて、フィードバックを送信するための手段と、前記フ
ィードバックが、示唆された１次セル（ＰＣｅｌｌ）を備える、をさらに備える、Ｃ１９
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［Ｃ２３］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアについて
、等しくソフトバッファを区分するための手段、ここにおいて、ハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）プロセスの数またはバンドリング長さが、前記第１のコンポーネントキャ
リアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの各々について異なる、をさらに備える、
Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアの各々の
ためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスの数またはバンドリング長さに基
づいて、ソフトバッファを区分するための手段、ここにおいて、前記ＨＡＲＱプロセスの
数または前記バンドリング長さが、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２の
コンポーネントキャリアの各々について異なる、をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記装置が、
　カバレージ拡張なしで送信された第３のコンポーネントキャリアを受信するための手段
、ここにおいて、前記第３のコンポーネントキャリアが、限定されない数のハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスとともに構成される、をさらに備え、
　ここにおいて、前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキ
ャリアが両方とも、使用されるカバレージ拡張技法のタイプに基づいて、限定数の（ＨＡ
ＲＱ）プロセスとともに構成される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１のコンポーネントキャリアおよび前記第２のコンポーネントキャリアが、前記
ＵＥにおいて受信された複数のコンポーネントキャリアのサブセットに属し、ここにおい
て、前記サブセットの各コンポーネントキャリアが、カバレージ拡張を必要とし、同数の
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスに限定される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第１のカバレージ拡張技法および前記第２のカバレージ拡張技法が、バンドリング
をそれぞれ備え、
　すべての制御チャネルが、最小のバンドリングを有する前記コンポーネントキャリアに
割り振られる、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第１のコンポーネントキャリアがバンドルされた制御チャネルを備えるか、バンド
ルされない制御チャネルを備えるかに基づいて、ダウンリンク（ＤＬ）ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）タイミングを特定するための手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の
装置。
［Ｃ２９］
　前記第１のカバレージ拡張技法または前記第２のカバレージ拡張技法のうちの少なくと
も１つが、チャネル反復を備え、
　前記チャネル反復の長さが、ユーザ機器（ＵＥ）のカテゴリーに基づいて、前記ＵＥに
よって解釈される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第１のコンポーネントキャリアまたは前記第２のコンポーネントキャリアのうちの
少なくとも１つが、ブロードキャストチャネルを備える、Ｃ２９に記載の装置。
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